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【
要
約
“
　
革
新
主
義
期
の
合
衆
国
に
お
い
て
、
工
業
化
・
移
民
流
入
・
都
市
化
に
よ
る
諸
矛
盾
を
集
中
的
に
表
現
し
た
と
さ
れ
て
き
た
の
は
ボ
ス
ー
マ
シ

ソ
で
あ
り
、
そ
の
打
倒
は
多
様
な
改
革
運
動
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
シ
カ
ゴ
の
事
例
の
検
討
か
ら
は
以
下
の
暫
定
的
結
論
が
得

ら
れ
る
。
こ
の
期
の
都
市
問
題
の
根
底
に
あ
っ
た
社
会
的
・
政
治
的
な
分
裂
と
対
立
に
ま
ず
取
組
み
、
一
定
限
度
の
社
会
的
・
政
治
的
統
合
を
達
成
し
た

の
は
、
ボ
ス
ー
ー
マ
シ
ン
自
体
で
あ
る
。
ボ
ス
ー
マ
シ
ン
に
反
対
し
た
改
革
派
は
、
彼
ら
の
社
会
的
地
位
を
反
映
し
て
、
よ
り
徹
底
し
た
統
合
を
、
ヤ
ン
キ

ー
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
倫
理
に
よ
る
社
会
統
合
と
企
業
モ
デ
ル
の
政
治
統
合
を
追
求
し
た
が
、
そ
の
路
線
は
二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
多
民
族
社
会
の
現
実

に
適
応
し
難
い
。
そ
れ
ゆ
え
ボ
ス
と
同
様
に
特
定
の
価
値
観
の
政
治
的
強
制
を
拒
否
し
、
諸
移
民
グ
ル
ー
プ
へ
の
福
祉
の
拡
大
と
彼
ら
の
政
治
参
与
を
通

じ
て
都
市
社
会
の
再
建
と
統
合
を
求
め
る
新
し
い
改
革
派
が
登
場
を
み
る
。
ニ
ェ
ー
デ
ィ
ー
ル
改
革
に
つ
な
が
る
の
は
む
し
ろ
こ
の
路
線
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
三
巻
三
号
　
一
九
八
○
年
五
月

は
じ
め
に
一
革
新
主
義
と
ボ
ス
ー
ー
マ
シ
ン
政
治

　
合
衆
国
に
お
け
る
革
新
主
義
運
動
の
解
釈
は
、
今
日
い
ち
じ
る
し
く
多
様
化
し
、
何
ら
か
の
意
味
で
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
そ
の
よ
う
な
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
存
在
自
体
を
否
定
す
る
見
解
す
ら
出
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
多
様
な
改
革
運
動
を
出
現
せ

し
め
た
背
景
が
、
急
激
な
工
業
化
、
大
量
の
外
国
移
民
の
渡
来
、
都
市
の
成
長
と
い
う
三
条
件
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
史
家
の
一
般
的
合

意
の
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
ら
三
条
件
が
生
み
出
し
た
多
く
の
問
題
が
都
市
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
も
、
改
め
て
い
う
ま
で
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も
な
い
。

　
都
市
問
題
の
最
大
の
焦
点
は
ボ
ス
ー
－
マ
シ
ン
政
治
に
あ
っ
た
。
革
新
主
義
の
諸
改
革
運
動
の
多
く
は
都
市
起
源
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
マ

シ
ン
政
治
の
打
倒
に
よ
る
市
政
の
浄
化
・
改
革
を
目
標
と
し
て
い
た
。
　
「
直
接
民
主
制
」
の
た
め
の
改
革
と
さ
れ
た
多
く
の
政
治
改
革
i

シ
む
　
ト
　
パ
ロ
ッ
ト
　
　
ダ
イ
レ
ク
ト
ロ
ブ
ラ
イ
マ
リ
　
　
　
イ
コ
　
シ
ア
チ
ブ
　
　
　
レ
　
　
フ
　
　
ニ
　
　
レ
　
　
ン
　
　
ダ
　
　
ム

投
票
の
簡
素
化
、
直
接
予
選
制
、
住
民
発
議
調
、
法
案
に
対
す
る
直
接
投
票
、
連
邦
上
院
議
員
の
直
接
選
挙
な
ど
一
は
、
ボ
ス
u
マ
シ
ン

制
度
の
排
除
の
名
に
お
い
て
な
さ
れ
た
。
革
新
主
義
の
重
要
改
革
と
さ
れ
る
大
企
業
、
公
共
企
業
の
政
府
に
よ
る
規
制
も
、
コ
ル
コ
ら
の
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

す
る
大
企
業
自
体
に
よ
る
企
業
体
制
の
安
定
と
能
率
の
追
求
に
加
え
て
、
企
業
と
政
治
マ
シ
ン
の
結
託
を
た
ち
切
り
、
政
界
と
財
界
両
方
の
浄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

化
と
合
理
化
を
計
る
意
図
か
ら
追
求
さ
れ
た
。
革
新
主
義
改
革
の
い
ま
一
つ
の
重
要
分
野
を
な
す
社
会
・
労
働
立
法
－
少
年
・
女
性
労
働
者

の
保
護
、
工
場
の
安
全
・
衛
生
課
綱
の
強
化
、
労
災
保
障
制
、
ス
ラ
ム
の
環
境
改
善
な
ど
一
も
、
マ
シ
ン
の
政
治
基
盤
で
あ
っ
た
都
市
の
下

層
労
働
大
衆
を
対
象
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
立
法
の
推
進
力
は
、
改
革
者
た
ち
の
い
わ
ゆ
る
「
人
道
主
義
的
関
心
」
と
社
会
・
経
済
体
制
の

安
定
を
め
ざ
す
経
済
エ
リ
ー
ト
と
一
部
の
政
治
家
の
配
慮
に
加
え
て
、
マ
シ
ン
の
政
治
基
盤
を
掘
り
崩
そ
う
と
す
る
改
革
派
の
願
望
を
も
含
ん

④だ
。
改
箪
気
運
と
並
行
し
て
盛
り
上
り
、
少
く
と
も
主
観
的
に
は
一
大
改
革
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
た
禁
酒
法
運
動
も
、
そ
の
中
心
組
織
で
あ

　
ア
ン
タ
イ
・
サ
ル
ー
ン
9
リ
ー
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ル
ー
ン

る
反
酒
場
連
盟
の
名
が
示
す
通
り
、
マ
シ
ン
と
都
市
下
層
大
衆
と
の
連
結
点
で
あ
る
「
人
民
の
ク
ラ
ブ
」
・
酒
場
を
第
一
の
攻
撃
対
象
と
し
て

い
た
。

　
要
す
る
に
、
マ
シ
ン
へ
の
攻
撃
は
革
新
主
義
の
諸
改
革
運
動
の
重
要
な
ロ
火
と
な
り
、
革
新
主
義
時
代
を
通
じ
て
続
け
ら
れ
た
。
の
み
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ツ
シ
コ
ソ
ゆ
シ
ス
テ
ム

ず
そ
れ
は
、
改
革
運
動
が
退
潮
期
に
入
っ
て
か
ら
も
存
続
し
た
。
革
新
主
義
の
際
立
っ
た
市
政
治
機
構
改
革
で
あ
る
委
員
会
市
政
の
採
用
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
テ
ィ
コ
マ
み
ジ
や
じ
ロ
シ
ス
テ
ム

九
一
四
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
一
層
徹
底
し
た
改
革
方
式
で
あ
る
市
支
配
人
制
は
一
九
二
〇
年
代
に
本
格
的
な
普
及
を
み
た
の
で
あ

⑤
る
。　

と
こ
ろ
で
、
政
治
マ
シ
ン
な
い
し
は
市
政
改
革
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
長
ら
く
革
新
主
義
時
代
の
改
革
者
自
身
の
見
解
や
高
名
な
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
プ
ラ
イ
ス
の
解
釈
が
有
力
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
マ
シ
ン
は
、
公
共
的
利
益
を
推
進
す
る
政
治
と
い
う
観
念
を
持
た
ず
、
政
治
の
中
で
自
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己
の
私
利
を
の
み
追
求
す
る
職
業
政
治
家
の
組
織
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
た
も
の
は
、
大
都
市
の
「
無
智
で
操
作
さ
れ
易
い
移
民
」
大
衆
で
あ

り
、
か
つ
、
こ
の
よ
う
な
マ
シ
ン
の
政
治
支
配
を
許
し
た
の
は
、
健
全
な
中
産
・
上
層
市
民
の
政
治
的
無
関
心
（
な
い
し
は
俗
悪
な
政
治
へ
の

嫌
悪
、
自
己
の
企
業
活
動
へ
の
専
念
、
ま
た
一
部
の
食
欲
な
企
業
家
の
マ
シ
ン
利
用
）
で
あ
る
、
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
市
政
改

革
は
、
健
全
な
市
民
た
ち
の
積
極
的
な
政
治
参
与
、
彼
ら
の
政
治
的
発
言
力
を
保
障
す
る
糊
度
的
改
革
（
予
選
渕
、
住
民
発
議
制
、
レ
フ
ェ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ト
ロ
ラ
に
ジ
　
エ
レ
ク
シ
ロ
ン

ン
ダ
ム
な
ど
）
、
逆
に
、
移
民
・
労
働
者
大
衆
の
投
票
比
重
を
滅
殺
す
る
学
徳
改
革
（
た
と
え
ば
投
票
区
の
拡
大
）
、
マ
シ
ン
の
組
織
維
持
の
鍵

　
　
　
バ
　
ト
　
ロ
　
　
　
ジ

で
あ
る
公
職
任
免
権
の
除
去
、
資
格
試
験
に
よ
る
官
吏
登
用
、
そ
の
上
に
立
つ
市
政
府
の
中
央
集
権
化
、
と
く
に
市
長
権
限
の
強
化
、
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

党
派
性
を
排
除
し
た
専
門
行
政
官
に
よ
る
「
科
学
的
な
」
市
政
運
営
（
と
く
に
市
支
配
人
制
）
に
求
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
理
解
を
貫
く
も
の
は
、
都
市
の
移
民
・
労
働
者
大
衆
は
無
智
で
非
理
性
的
で
あ
り
、
政
治
を
私
利
追
求
の
場
と
す
る
マ
シ
ン
に

よ
っ
て
専
ら
操
作
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、
他
方
、
旧
来
の
ア
メ
リ
カ
人
、
と
り
わ
け
中
産
・
上
層
の
市
民
は
、
政
治
参
与
に
お
い
て
私
利
追
求

か
ら
解
放
さ
れ
て
お
り
、
社
会
全
体
の
公
共
的
利
益
の
観
点
に
立
っ
て
行
動
す
る
、
と
す
る
仮
定
で
あ
る
。
都
市
政
治
に
お
け
る
基
本
的
マ
イ

ナ
ス
要
因
と
さ
れ
た
も
の
は
下
層
の
移
民
・
労
働
者
大
衆
で
あ
り
、
プ
ラ
ス
要
因
は
旧
来
の
ア
メ
リ
カ
人
の
「
金
持
階
級
」
で
あ
っ
た
。
都
市

拡
大
と
企
業
活
動
の
増
大
の
な
か
で
生
じ
た
前
者
の
増
加
と
後
者
の
政
治
的
引
退
が
、
合
衆
国
に
お
け
る
市
政
を
コ
つ
の
際
立
っ
た
失
敗
」

　
　
　
　
⑦

た
ら
し
め
た
、
と
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仮
定
は
、
科
学
を
武
器
と
す
る
専
門
家
は
、
社
会
運
営
に
つ
い
て
、
公
平
で
合
理
的

な
判
断
を
な
し
う
る
、
と
す
る
革
新
主
義
時
代
に
有
力
で
あ
っ
た
仮
定
と
同
様
、
必
ず
し
も
実
際
の
経
験
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ

れ
は
、
改
革
者
た
ち
、
あ
る
い
は
初
期
の
理
論
家
が
属
し
た
社
会
階
級
の
価
値
観
を
、
い
わ
ば
ア
・
プ
リ
オ
リ
の
前
提
と
し
た
マ
シ
ン
観
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

り
、
解
決
策
の
提
示
で
あ
っ
た
。

　
む
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
見
解
に
紺
す
る
批
判
は
数
多
く
出
現
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ゴ
ス
ネ
ル
は
、
都
市
の
移
民
・
労
働
者
大
衆
が
た
ん

に
操
作
さ
れ
た
の
で
な
く
、
彼
ら
の
生
活
の
必
要
と
価
値
観
か
ら
の
理
性
的
選
択
の
結
果
、
マ
シ
ン
を
支
持
し
た
、
と
指
摘
し
、
ザ
ル
ツ
ァ
ー

は
マ
シ
ン
の
社
会
福
祉
機
能
を
論
じ
、
と
り
わ
け
マ
ー
ト
ン
は
、
マ
シ
ン
が
当
時
の
社
会
が
必
要
と
し
、
か
つ
他
の
諸
制
度
が
供
給
し
え
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
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⑨

つ
た
諸
機
能
を
遂
行
し
た
が
ゆ
え
に
、
存
続
し
た
と
す
る
重
要
な
視
点
を
提
供
し
た
。
し
か
し
な
お
、
ホ
フ
ス
タ
ヅ
タ
ー
は
、
マ
シ
ン
機
能
へ

の
理
解
と
改
革
者
の
観
念
的
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
へ
の
批
判
を
示
し
つ
つ
も
、
市
政
問
題
へ
の
基
本
的
視
角
と
し
て
、
私
的
利
益
追
求
志
向
の
移

民
・
ボ
ス
ー
ー
マ
シ
ソ
複
合
体
と
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
公
共
的
利
益
志
向
の
ヤ
ン
キ
ー
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
中
産
・
上
層
市
民
、
と
い
う
図
式

　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

を
提
出
し
、
そ
の
図
式
は
、
ハ
ス
マ
ッ
チ
ャ
ー
の
移
民
・
ボ
ス
阻
マ
シ
ン
の
改
革
志
向
性
に
か
ん
す
る
貴
重
な
指
摘
や
、
ボ
ス
政
治
と
市
政
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

革
に
か
ん
す
る
多
く
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
な
お
生
命
を
失
っ
て
は
い
な
い
。
本
稿
は
、
革
新
主
義
時
代
の
シ
カ
ゴ
市
政
を
素

材
に
、
以
上
の
べ
た
論
点
に
か
ん
す
る
一
応
の
吟
味
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
　
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ァ
イ
リ
ー
ン
は
、
　
コ
つ
の
革
新
主
義
『
運
動
』
な
る
も
の
は

　
存
在
せ
ず
」
、
生
じ
た
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
階
級
・
グ
ル
ー
プ
の
「
多
く
の
タ
イ
プ

　
の
」
運
動
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
間
の
問
一
性
よ
り
も
、
差
異
の
方
が
大
き
い
、
と

　
主
張
す
る
。
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ソ
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企
業
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制
立
法
の
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的
を
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諸
会
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を
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と
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
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界
か
ら
追
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⑧
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で
膨
大
な
ア
メ
リ
カ
政
治
分
析
を
な
し
え

　
た
の
は
、
彼
が
多
数
の
情
報
提
供
者
を
組
織
し
え
た
か
ら
で
あ
り
、
か
っ
こ
れ
ら

　
の
情
報
提
供
者
は
大
学
学
長
、
傑
出
し
た
判
購
や
法
学
者
、
成
功
し
た
ジ
ャ
ー
ナ

　
リ
ス
ト
、
上
流
層
出
身
の
改
革
者
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
エ
リ
…
ト
か
ら
成
っ

　
て
い
た
。
U
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く
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目
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①
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所
収
の
文
献
案
内
を
参
照
。
ホ
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
的
図
式
の
例
は
、
た
と
え
ば

　
国
α
毛
p
巳
ρ
切
妻
ゆ
巴
鴨
9
鼠
冒
ヨ
①
ω
ρ
≦
凶
一
。
。
o
芦
9
②
勺
o
H
律
凹
。
ω
（
お
O
刈
）
層

　
℃
ワ
Q
◎
Q
。
ム
匂
。
■

ニ
　
ボ
ス
・
ロ
リ
マ
ー
の
台
頭

革新主義時代における都市政治（志螂）

　
全
国
の
交
通
と
商
業
の
要
衝
を
占
め
、
食
肉
処
理
、
印
刷
、
機
械
製
作
、
衣
服
な
ど
の
工
業
を
急
速
に
発
展
さ
せ
た
シ
カ
ゴ
は
、
一
八
七
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

年
の
大
火
か
ら
の
わ
ず
か
二
〇
年
間
に
、
人
口
を
三
〇
万
か
ら
一
〇
〇
万
に
、
市
域
を
約
五
倍
に
増
し
た
。
人
口
急
増
の
最
大
要
因
は
外
国
移

民
の
流
入
で
あ
っ
た
。
一
八
九
〇
年
の
人
口
の
七
八
．
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
外
国
生
れ
（
四
一
％
）
な
い
し
そ
の
子
（
三
七
・
五
％
）
で
あ
っ
た
。

一
九
一
〇
年
に
は
人
口
は
二
〇
〇
万
を
越
え
、
外
国
株
（
移
民
の
一
・
二
世
）
の
比
率
は
七
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
下
っ
た
が
、
九
〇
年
代
か
ら
急

増
し
た
一
段
と
貧
困
で
異
質
の
南
・
東
欧
系
移
民
の
比
重
が
増
大
し
た
。
北
・
西
欧
系
の
比
重
は
減
じ
、
ド
イ
ツ
系
（
二
三
・
三
％
）
は
な
お

最
大
の
民
族
グ
ル
ー
プ
の
地
位
を
保
持
し
た
が
、
第
二
位
に
は
ロ
シ
ア
系
（
ユ
ダ
ヤ
系
を
含
む
。
一
五
・
七
％
）
が
上
昇
し
、
以
下
、
ス
カ
ン

ジ
ナ
ビ
ア
系
（
一
〇
・
七
％
）
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
（
八
・
四
％
）
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
（
六
・
七
％
）
、
イ
タ
リ
ア
系
（
五
・
八
％
）
、
ボ
ヘ
ミ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

系
（
四
・
五
％
）
の
順
と
な
り
、
加
え
て
、
す
で
に
四
万
以
上
の
黒
人
人
口
が
存
在
し
た
。
要
す
る
に
シ
カ
ゴ
は
、
合
衆
国
の
大
都
市
中
、
こ

の
時
期
に
最
も
急
成
長
し
た
都
市
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ボ
ス
ト
ン
に
次
ぐ
「
外
国
人
」
都
市
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
都
市
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
多
様
な
民
族
集
団
を
含
ん
だ
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
都
市
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
秩
序
あ
る
市
政
運
営
の
経
験
と
伝
統
を
欠
く
こ
の
都
市
が
、

急
激
な
拡
大
と
移
民
流
入
に
よ
る
混
乱
と
動
揺
の
重
圧
を
、
恐
ら
く
ど
の
大
都
市
よ
り
も
強
度
に
受
け
た
こ
と
を
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期

の
市
政
問
題
を
最
も
劇
的
に
経
験
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
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と
こ
ろ
で
、
革
新
主
義
時
代
の
シ
カ
ゴ
市
政
と
市
の
政
治
勢
力
は
、
あ
ま
り
に
も
急
激
な
市
の
拡
大
・
成
長
と
流
動
的
な
人
口
構
成
の
ゆ
え

に
不
安
定
で
あ
り
、
二
大
政
党
の
い
ず
れ
か
の
決
定
的
優
位
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
タ
マ
ニ
ー
・
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
単
一
の
マ
シ
ン
の
支
配
も

成
立
し
え
な
か
っ
た
。
全
国
政
治
に
お
い
て
は
共
和
党
が
よ
り
成
功
し
、
　
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
一
六
年
の
間
の
七
度
の
大
統
領
選
挙
で
、
民

主
党
が
シ
カ
ゴ
で
勝
っ
た
の
は
一
度
（
一
八
九
二
年
）
に
す
ぎ
な
い
が
、
地
方
政
治
に
お
い
て
は
、
こ
の
期
の
十
一
回
の
市
長
選
挙
中
（
二
年
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

期
、
一
九
〇
七
年
か
ら
四
年
任
期
）
、
民
主
党
は
七
度
勝
利
を
収
め
た
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
期
を
通
じ
て
常
に
、
民
主
・
共
和
両
党
と
も
相

　
　
　
フ
ア
ク
シ
コ
ソ

対
立
す
る
派
閥
な
い
し
マ
シ
ン
に
分
裂
し
、
こ
れ
ら
は
互
に
抗
争
し
、
時
に
妥
協
し
、
あ
る
い
は
離
反
し
つ
つ
、
政
治
権
力
を
争
っ
た
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
プ
ア
ク
シ
お
ソ

ゆ
え
、
こ
の
よ
う
な
派
閥
・
マ
シ
ン
抗
争
自
体
に
反
現
し
た
改
革
派
勢
力
の
時
々
の
勝
利
も
ま
た
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
允
一
般
的
状
況
の

な
か
で
、
共
和
党
ボ
ス
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
リ
マ
ー
の
台
頭
が
ま
ず
注
目
し
う
る
。

　
シ
カ
ゴ
で
最
悪
の
、
ま
た
全
国
の
都
市
で
も
最
悪
の
部
類
に
属
す
る
ス
ラ
ム
、
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
か
ら
出
て
、
つ
い
に
は
連
邦
上
院
議
員

（一

縺
Z
九
年
）
の
顕
職
を
か
ち
と
っ
た
ロ
リ
マ
ー
は
、
典
型
的
な
ボ
ス
政
治
家
の
経
歴
を
た
ど
る
。
彼
は
一
八
六
一
年
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に

生
れ
た
が
、
シ
カ
ゴ
へ
の
渡
来
（
一
八
七
〇
年
）
の
直
後
、
父
を
失
い
、
直
ち
に
新
聞
売
り
子
、
靴
み
が
き
、
賭
博
場
や
酒
場
の
走
り
使
い
、
洗

濯
屋
の
御
用
聞
き
、
石
炭
配
達
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
仕
事
で
生
計
を
立
て
る
こ
と
と
な
る
。
十
五
歳
か
ら
は
食
肉
処
理
工
場
の
職
場
を
渡
り
歩
き
、

一
八
八
○
年
か
ら
の
五
年
間
は
、
市
街
鉄
道
の
運
転
手
と
な
り
、
労
働
組
合
支
部
の
結
成
に
も
活
動
し
た
。
政
治
活
動
は
、
　
一
八
八
四
年
の
共

和
党
大
統
領
候
補
ブ
レ
イ
ン
の
敗
北
の
直
後
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
食
肉
処
理
や
市
街
鉄
道
の
職
場
で
知
り
合
っ
た
友
人
・
知
人
を
集
め
て
共
和

党
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
、
そ
の
票
を
共
和
党
候
補
の
た
め
に
動
員
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
党
組
織
内
を
順
調
に
上
昇
し
は
じ
め
る
。
八
五
年
に
共

和
党
ク
ッ
ク
郡
（
シ
カ
ゴ
市
と
そ
の
郊
外
か
ら
成
る
）
委
員
、
八
八
年
、
市
水
道
局
長
補
佐
、
九
〇
年
、
多
数
の
職
員
任
命
権
を
も
つ
同
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
ポ
ス
ト
を
か
ち
と
り
、
早
く
も
シ
カ
ゴ
市
共
和
党
の
有
力
政
治
家
と
み
な
さ
れ
る
に
い
た
る
。

　
こ
う
し
た
”
リ
マ
ー
台
頭
の
足
掛
り
は
、
第
一
に
彼
の
組
織
形
成
に
あ
っ
た
。
彼
は
イ
シ
ュ
ー
・
ア
ピ
ー
ル
を
行
わ
ず
、
専
ら
、
共
和
党
の

選
挙
で
の
勝
利
へ
の
貢
献
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
は
ず
の
職
と
恩
典
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
票
を
つ
く
り
出
し
、
こ
れ
を
足
掛
り
に
党
内
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革新主義時代における都市敷治（志邨）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
の
地
位
を
確
保
し
、
獲
得
し
た
公
職
任
命
や
候
補
老
選
定
で
の
影
響
力
を
用
い
て
彼
の
組
織
を
強
化
し
た
。
一
見
平
凡
な
こ
の
よ
う
な
組
織

形
成
は
、
当
時
の
共
和
党
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
有
し
た
。

　
近
年
、
十
九
世
紀
の
選
挙
動
向
に
か
ん
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
政
党
選
択
に
か
ん
す
る
宗
教
・
文
化
的
要
因
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

経
済
・
階
級
的
要
因
に
劣
ら
ぬ
、
ま
た
不
況
時
を
除
い
て
は
後
者
を
上
廻
る
影
響
力
を
有
し
た
、
と
さ
れ
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
宗
教
・

文
化
的
な
基
本
的
対
立
は
、
福
音
主
義
的
プ
胃
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ソ
リ
ッ
ク
信
徒
と
の
間
で
生
じ
た
。
前
者
は
、
個
人
の
回
心
の
障
害
と
な
る

罪
深
い
諸
制
度
の
誘
惑
を
す
べ
て
地
上
か
ら
除
去
す
る
こ
と
を
望
み
、
究
極
的
に
は
公
権
力
を
用
い
て
そ
れ
ら
を
除
去
し
、
地
上
に
神
の
王
国

を
建
設
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
　
こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
、
神
の
創
造
に
な
る
現
社
会
を
基
本
的
に
是
認
し
、
救
済
を
教
会
に
求
め
る
立
場
を

と
り
、
教
会
の
領
域
で
あ
る
倫
理
の
問
題
に
世
俗
の
公
権
力
が
立
入
る
こ
と
に
強
く
反
対
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
政
党
支
持
に
関
し
て
、
前
者
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ぱ
ソ
ナ
ル
　

ア
メ
リ
カ
最
大
の
悪
で
あ
る
奴
隷
制
反
対
に
結
集
し
た
本
来
「
改
革
の
党
」
で
あ
る
共
和
党
支
持
に
傾
き
、
後
者
は
公
権
力
か
ら
の
「
個
人
的

リ
パ
テ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

自
由
」
を
唱
え
る
民
主
党
支
持
に
赴
く
傾
向
を
も
つ
。
十
九
世
紀
後
半
、
大
量
の
、
し
か
も
カ
ソ
リ
ッ
ク
信
徒
が
大
多
数
を
占
め
る
移
民
流
入

が
続
き
、
工
業
化
・
都
市
化
に
よ
る
社
会
の
動
揺
が
増
す
な
か
で
、
共
和
党
に
結
集
し
た
人
々
、
と
り
わ
け
福
音
主
義
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ル
じ
ソ

旧
来
の
ア
メ
リ
カ
人
は
、
酒
場
、
売
春
、
賭
博
な
ど
の
排
除
、
禁
欲
的
安
息
日
の
遵
守
、
公
立
学
校
を
通
じ
て
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
倫
理
の
注

入
な
ど
、
彼
ら
の
価
値
観
に
立
つ
社
会
の
道
徳
的
再
建
を
、
党
の
政
権
獲
得
を
通
じ
て
i
共
和
党
に
す
ら
あ
き
足
ら
ぬ
人
々
は
第
三
党
へ
の

結
集
を
通
じ
て
一
追
求
し
よ
う
と
す
る
。
他
方
、
異
郷
の
地
に
あ
っ
て
、
同
朋
・
郷
信
の
仲
間
と
の
連
帯
と
相
互
扶
助
を
頼
り
に
生
活
の
苦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ソ
テ
イ
ネ
ソ
タ
ル
ロ
サ
バ
ス

闘
を
続
け
た
移
民
た
ち
に
と
っ
て
は
、
彼
ら
の
社
交
ク
ラ
ブ
で
あ
る
酒
揚
を
閉
鎖
し
、
楽
し
み
に
満
ち
た
大
陸
風
安
息
日
を
禁
じ
、
自
ら
の
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ロ
キ
ア
ル
コ
ス
ク
　
ル

値
観
を
次
世
代
に
伝
え
る
教
区
学
校
を
圧
迫
す
る
企
て
は
、
容
認
し
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。
有
権
者
の
政
治
的
選
択
に
際
し
て
重
大
で
あ
っ

た
の
は
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
日
常
生
活
に
直
接
影
響
す
る
州
・
地
方
レ
ベ
ル
の
倫
理
・
社
会
立
法
の
問
題
で
あ
り
、
国
政
の
大
問
題
で
あ
っ

た
関
税
問
題
で
す
ら
、
地
方
レ
ベ
ル
で
は
、
経
済
問
題
と
し
て
よ
り
、
個
人
生
活
の
規
制
に
つ
な
が
る
国
家
権
力
の
増
大
の
是
非
と
い
う
文
脈

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

で
争
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
民
族
・
宗
教
グ
ル
ー
プ
間
の
差
異
や
幾
つ
か
の
重
大
な
例
外
は
あ
る
に
せ
よ
一
た
と
え
ば
、
南
部

7　（349）



系
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
は
や
や
民
主
党
支
持
に
傾
き
、
ド
イ
ツ
系
ル
タ
ー
派
は
両
党
に
ほ
ぼ
支
持
を
等
分
し
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
系
ル
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
イ
テ
イ
ブ

派
は
強
度
に
共
和
党
支
持
に
傾
く
一
「
改
革
の
党
」
・
共
和
党
は
福
音
主
義
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
、
ま
た
す
ぐ
れ
て
旧
来
の
ア
メ
リ
カ
人
の

党
と
な
り
、
　
「
個
人
的
自
由
」
の
党
・
民
主
党
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
、
か
つ
す
ぐ
れ
て
移
民
の
党
と
な
っ
た
。
当
然
、
十
九
世
紀
後
半
の
移
民
流

入
は
概
し
て
民
主
党
に
有
利
に
作
用
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
　
「
叛
逆
と
奴
隷
主
の
党
」
と
い
う
汚
名
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
主
党
が
急
速

に
園
復
し
た
理
由
の
一
つ
を
説
明
す
る
。

　
シ
カ
ゴ
に
お
け
る
情
況
も
こ
の
一
般
的
パ
タ
ー
ン
に
該
当
し
た
。
シ
カ
ゴ
の
共
和
党
は
概
し
て
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
伝
統
を
ひ
く
酒
場

と
公
園
の
日
曜
閉
鎖
、
賭
博
の
禁
止
、
移
民
へ
の
公
職
配
布
阻
止
の
政
策
を
と
っ
た
。
　
一
八
七
三
年
、
共
和
党
市
長
ジ
ョ
ゼ
フ
・
メ
デ
ィ
ル

は
日
曜
営
業
禁
止
法
の
励
行
を
断
行
し
、
一
八
八
九
年
に
は
、
州
議
会
を
握
る
共
和
党
は
公
・
私
の
小
学
校
で
主
要
教
科
（
読
み
、
書
き
、
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

数
、
歴
史
、
地
理
）
の
英
語
に
よ
る
教
育
を
強
重
し
た
、
い
わ
ゆ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
法
を
成
立
さ
せ
た
。
当
然
、
シ
カ
ゴ
の
急
成
長
を
可
能
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
イ
ド
じ
オ
じ
プ
ソ
リ
タ
ウ
ソ

た
移
民
流
入
は
民
主
党
を
利
し
た
。
　
「
開
か
れ
た
街
」
を
掲
げ
、
酒
揚
・
公
園
の
日
曜
開
業
、
教
区
学
校
に
お
け
る
外
国
語
に
よ
る
授
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

許
可
を
主
張
し
た
民
主
党
の
カ
ー
タ
ー
・
ハ
リ
ソ
ソ
は
、
一
八
七
九
年
か
ら
五
期
に
わ
た
る
市
長
ポ
ス
ト
の
独
占
を
達
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
オ
　
　
ロ
　
　
ド

　
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
の
第
六
市
会
選
挙
区
に
お
け
る
ロ
リ
マ
ー
の
組
織
形
成
は
、
こ
の
よ
う
な
共
和
党
劣
勢
の
状
況
を
打
開
す
る
道
を
示
し

た
。
｝
八
九
二
年
当
時
、
同
区
の
有
権
者
中
、
旧
来
の
ア
メ
リ
カ
人
は
三
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、
ド
イ
ツ
移
民
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
が
と
も
に

二
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
い
た
。
本
来
、
民
主
党
支
持
に
傾
い
て
い
た
彼
ら
に
対
し
、
ロ
リ
マ
ー
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
倫
理
に
立
つ
道

徳
的
改
革
を
説
か
ず
、
専
ら
彼
の
組
織
へ
の
結
集
と
、
そ
れ
に
よ
る
物
質
的
利
益
の
約
束
を
説
い
た
。
ま
た
、
彼
は
ー
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
系

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
ー
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
女
性
と
結
婚
し
、
み
ず
か
ら
も
カ
ソ
リ
ヅ
ク
に
改
宗
し
て
移
民
グ
ル
ー
プ
と
の
一
体
感

を
強
め
、
さ
ら
に
急
増
中
の
ロ
シ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
移
民
を
も
積
極
的
に
援
助
し
て
隣
接
の
地
区
　
　
と
く
に
第
七
市
会
選
挙
区
…
に
地
盤
を

　
　
　
⑬

拡
大
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
同
様
に
倫
理
的
改
革
を
説
か
ず
、
有
権
老
へ
の
具
体
的
利
益
の
配
分
に
よ
っ
て
勢
力
を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
三
子
の

職
業
政
治
家
i
ー
サ
ウ
ス
・
サ
イ
ド
の
富
裕
な
旧
来
の
ア
メ
リ
カ
人
地
区
を
握
る
ジ
ャ
ミ
ー
ソ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
系
で
、
市
北
西
部
の
ス
カ
ン
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革新主義時代における都市政治（志邨）

ジ
ナ
ビ
ア
系
移
民
を
握
る
バ
ー
ツ
、
ノ
ー
ス
・
サ
イ
ド
の
旧
来
の
ア
メ
リ
カ
人
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
系
、
お
よ
び
ド
イ
ツ
系
有
権
者
の
間
で
勢
力

を
築
い
た
ピ
ー
ズ
ー
と
同
盟
を
組
み
、
以
後
一
〇
年
に
わ
た
る
ロ
リ
マ
ー
・
マ
シ
ン
連
合
の
基
礎
を
築
い
た
。
程
な
く
、
市
水
道
局
長
の
地

位
を
得
た
ロ
リ
マ
ー
は
、
多
数
の
職
員
任
命
に
際
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
、
ユ
ダ
ヤ
系
の
市
民
を
登
用
す
る
配
慮
を
示
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

さ
ら
に
組
織
を
強
化
す
る
に
い
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
ト
　
ロ
　
ネ
　
ジ

　
だ
が
、
ロ
リ
マ
ー
は
、
共
和
党
内
の
有
力
ボ
ス
の
地
位
に
達
し
、
共
和
党
市
長
に
公
職
任
命
権
の
分
配
を
強
要
し
う
る
に
い
た
っ
た
こ
の
段

階
で
、
大
き
な
壁
に
つ
き
当
る
。
一
八
九
〇
年
、
彼
は
望
ん
だ
ク
ッ
ク
郡
書
記
候
補
へ
の
旛
名
を
党
指
導
部
に
阻
ま
れ
、
か
つ
九
二
年
の
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

で
は
、
先
述
の
エ
ド
ワ
ー
ド
法
の
ゆ
え
に
共
和
党
は
大
敗
し
、
ロ
リ
マ
i
自
身
も
州
上
級
裁
判
所
書
記
選
挙
に
敗
れ
る
に
い
た
る
。
障
害
は
、

共
和
党
の
指
導
権
を
握
っ
て
い
た
有
力
者
の
偏
狭
な
ワ
ス
プ
的
性
格
に
あ
っ
た
。
そ
の
中
心
人
物
は
、
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ソ
の
発
行
者
で

あ
り
、
一
八
七
一
年
の
大
火
後
市
長
に
選
繊
さ
れ
た
先
述
の
メ
デ
ィ
ル
で
あ
っ
た
。
日
曜
休
業
法
の
強
行
に
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
彼
は
強
度

に
反
移
民
的
・
エ
リ
ー
ト
的
態
度
を
示
し
た
。
ヘ
イ
マ
ー
ヶ
ヅ
ト
事
件
の
直
後
、
彼
の
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
は
、
シ
カ
ゴ
は
「
社
会
主
義
的
で
無
神

論
者
で
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
諸
階
級
中
の
最
悪
分
子
の
会
合
所
と
な
っ
て
い
る
」
と
論
じ
、
八
四
年
に
は
、
浮
浪
人
を
処
理
す

る
最
良
の
方
法
は
、
彼
ら
の
食
物
に
「
砒
素
を
入
れ
る
」
こ
と
だ
、
と
ま
で
示
唆
し
た
。
要
す
る
に
メ
デ
ィ
ル
は
、
有
徳
で
愛
国
的
な
、
ま
た

教
養
と
企
業
の
才
能
を
も
つ
白
人
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
共
和
党
を
運
営
す
べ
き
で
あ
る
と
信
じ
た
。
九
〇
年
代
に
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
の
経
営
を
引

き
継
い
だ
メ
デ
ィ
ル
の
義
息
ペ
イ
タ
ー
ソ
ン
、
レ
コ
ー
ド
・
ヘ
ラ
ル
ド
ほ
か
の
新
聞
を
発
行
し
、
　
「
改
革
者
」
と
自
称
し
た
コ
ー
ル
サ
ー
ト
も
、

と
も
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
牧
師
の
子
で
、
メ
デ
ィ
ル
と
栢
似
た
思
想
傾
向
を
有
し
た
。
彼
ら
は
、
ロ
リ
マ
ー
の
言
う
「
ト
ラ
ス
ト
・
プ
レ
ス
」

を
形
成
し
、
彼
を
、
共
和
党
を
非
共
和
党
的
原
理
に
導
こ
う
と
す
る
ボ
ス
と
し
て
排
撃
し
た
。
彼
ら
は
、
自
己
と
同
階
級
の
、
同
じ
価
値
観
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

立
つ
人
々
が
共
和
党
を
指
導
し
て
政
権
を
握
り
、
清
潔
で
能
率
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
イ
タ
な
市
政
運
営
を
な
す
こ
と
を
望
ん
だ
。
そ
れ
ゆ
え
党

指
導
部
に
お
け
る
彼
ら
の
発
警
力
は
、
揖
リ
マ
1
の
党
内
で
の
台
頭
を
妨
害
し
、
同
時
に
共
和
党
の
得
票
力
を
も
大
き
く
制
約
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
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二
つ
の
要
因
が
、
こ
の
よ
う
な
障
害
の
突
破
を
可
能
に
し
た
。
一
つ
は
、
栢
続
く
共
和
党
敗
北
の
教
訓
に
立
っ
て
、
ロ
リ
マ
ー
自
身
が
行
っ

た
組
織
形
成
の
努
力
で
あ
る
。
彼
は
、
エ
リ
ー
ト
的
な
新
聞
王
の
命
令
で
動
く
共
和
党
で
な
く
、
グ
ラ
ス
・
ル
ー
ト
の
大
衆
的
組
織
か
ら
積
み

上
げ
る
共
和
党
建
設
を
構
想
し
た
。
彼
は
共
和
党
ク
ッ
ク
郡
委
員
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
を
説
得
し
、
一
八
九
三
年
秋
、
ク
ッ
ク
郡
党
大
会
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
レ
シ
ソ
ク
ト
　
　
ウ
オ
じ
ド
ロ
コ
ミ
テ
イ

い
て
、
党
運
動
員
が
直
接
に
住
民
の
世
話
と
投
票
動
員
に
当
る
投
票
分
区
か
ら
市
会
選
挙
区
委
員
会
、
郡
委
員
会
、
郡
中
央
委
員
会
へ
と
順
次

代
表
を
選
出
す
る
一
型
に
獲
得
し
た
公
職
は
郡
中
央
委
員
会
か
ら
順
次
下
部
組
織
に
配
分
さ
れ
る
ー
ピ
ラ
ミ
ヅ
ド
型
の
右
党
組
織
案
を
採

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
レ
シ
ソ
ク
ト

択
さ
せ
た
。
ロ
リ
マ
ー
自
身
の
努
力
で
程
な
く
、
全
投
票
分
区
で
共
和
党
ク
ラ
ブ
が
成
立
を
み
、
こ
こ
に
ク
ッ
ク
郡
共
和
党
は
は
じ
め
て
民
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ベ
ー
ス
の
党
組
織
を
建
設
し
た
の
で
あ
る
。

　
い
ま
一
つ
の
要
因
は
、
一
八
九
三
年
の
大
不
況
の
到
来
で
あ
っ
た
。
九
三
年
夏
の
終
り
以
後
、
市
の
製
造
工
業
は
停
止
状
態
に
陥
り
、
冬
に

は
失
業
率
は
四
割
か
ら
六
割
に
達
し
た
。
失
業
、
賃
下
げ
、
生
活
困
難
の
中
で
、
シ
カ
ゴ
の
全
社
会
層
が
一
ま
た
全
国
的
に
も
レ
民
主
党

か
ら
離
反
す
る
傾
向
が
生
じ
た
。
九
三
年
十
二
月
の
特
別
市
長
選
挙
で
、
共
和
党
は
僅
差
で
勝
利
を
逸
し
た
が
、
そ
の
得
票
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

九
二
年
の
大
統
領
選
挙
に
比
し
て
七
・
五
上
昇
し
、
民
主
党
支
持
を
続
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
票
に
は
食
い
込
め
な
か
っ
た
も
の
の
、
ド
イ
ツ

系
、
ボ
ヘ
ミ
ア
系
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
お
よ
び
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
移
民
の
間
で
得
票
を
増
し
た
。
不
況
が
深
化
し
、
激
烈
な
プ

ル
マ
ン
・
ス
ト
が
発
生
し
た
九
四
年
に
は
、
民
主
党
か
ら
の
離
反
は
一
段
と
激
化
し
た
。
同
年
秋
の
一
般
選
挙
で
、
共
和
党
は
五
一
・
ニ
パ
ー

セ
ソ
ト
の
得
票
を
得
て
、
前
年
末
の
得
票
率
を
さ
ら
に
二
・
四
上
廻
っ
た
。
民
主
党
の
得
票
は
三
五
・
ニ
パ
正
嘉
ソ
ト
と
な
り
、
前
年
末
の
そ

れ
を
一
四
・
五
も
下
廻
っ
た
。
民
主
党
票
の
大
き
な
部
分
が
人
民
党
（
得
票
率
＝
一
％
）
に
流
れ
、
し
か
も
民
主
党
は
市
の
低
収
入
層
の
間
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

際
立
っ
て
票
を
失
っ
た
。
不
況
責
任
を
帰
さ
れ
た
与
党
の
民
主
党
か
ら
の
離
反
が
一
般
的
に
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
　
イ
　
ス
　
ト
　
ジ
　
ク

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
共
和
党
ク
ッ
ク
郡
執
行
委
員
に
選
出
さ
れ
た
ロ
リ
マ
ー
は
、
九
四
年
秋
、
イ
リ
ノ
イ
州
第
二
（
連
邦
下
院
選
挙
）

ト区
か
ら
、
連
邦
下
院
選
挙
に
出
馬
し
た
。
同
第
二
区
は
、
シ
カ
ゴ
市
内
の
四
市
会
選
挙
区
と
市
外
の
数
タ
ウ
ン
か
ら
成
る
が
、
前
者
が
同
区
の

有
権
者
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
含
み
、
そ
の
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
ド
イ
ツ
系
（
一
七
・
七
％
）
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
（
一
五
％
）
、
お
よ
び
ス
カ
ン
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革新主義時代における都市政治（志邨）

ジ
ナ
ビ
ア
系
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
、
ボ
ヘ
ミ
ア
系
、
ス
コ
ッ
チ
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
（
各
ほ
ぼ
五
％
）
か
ら
な
る
帰
化
市
民
で
あ
っ
た
。
当
然
、

彼
ら
の
大
多
数
が
食
肉
処
理
、
鉄
道
そ
の
他
で
働
く
労
働
者
で
あ
っ
た
。
ロ
リ
マ
1
は
専
ら
、
組
織
へ
の
結
集
に
よ
る
物
質
的
利
益
と
共
和
党

政
権
に
よ
る
景
気
回
復
を
説
き
、
民
主
党
と
人
民
党
の
対
立
候
補
を
破
っ
て
当
選
を
か
ち
と
っ
た
。
彼
の
得
票
は
過
半
数
に
達
し
な
か
っ
た
が
、

民
主
党
票
の
一
般
的
減
少
と
人
民
党
候
補
の
得
票
に
助
け
ら
れ
た
。
在
来
民
主
党
に
投
じ
ら
れ
て
き
た
ド
イ
ツ
系
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
、
ボ
ヘ
ミ

ア
系
の
票
が
共
和
党
に
流
れ
、
共
和
党
に
ま
で
は
投
じ
え
な
か
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
一
部
も
、
人
民
党
へ
の
投
票
に
よ
っ
て
不
満
を
表
明

　
　
　
　
　
⑲

し
た
の
で
あ
る
。

　
イ
リ
ノ
イ
州
と
全
国
で
の
共
和
党
復
調
の
波
に
乗
っ
て
、
揖
リ
マ
ー
の
威
信
は
増
し
た
。
九
五
年
の
市
長
選
挙
で
も
、
ロ
リ
マ
ー
派
と
「
ト

ラ
ス
ト
・
プ
レ
ス
」
の
妥
協
候
補
で
あ
る
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
大
勝
し
た
。
九
四
年
に
民
主
党
か
ら
人
民
党
に
流
れ
た
票
の
半
ば
が
共
和
党
に
移
行

　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
当
選
し
た
市
長
ス
ウ
ィ
フ
ト
と
μ
リ
マ
ー
の
間
で
は
、
任
命
ポ
ス
ト
の
配
分
を
め
ぐ
る
激
烈
な
対
立
が
生
じ
た
が
、
ク

ッ
ク
郡
共
和
党
大
会
へ
の
代
議
員
選
出
に
お
い
て
、
ロ
リ
マ
ー
派
は
市
の
三
四
の
市
会
選
挙
区
中
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
・
移
民
・
労
働
者
が
多
数
を

占
め
る
一
八
の
区
を
制
し
た
。
ロ
リ
マ
ー
は
つ
い
に
、
党
の
ク
ッ
ク
郡
中
央
委
員
会
と
郡
執
行
委
員
会
の
議
長
の
座
を
か
ち
と
り
、
ク
ッ
ク
郡

共
和
党
の
第
一
人
者
と
な
っ
た
。
九
六
年
、
ロ
リ
マ
ー
の
地
位
は
さ
ら
に
安
定
す
る
。
共
和
党
の
大
統
領
選
、
州
知
事
選
で
の
勝
利
と
と
も
に
、

β
リ
マ
ー
も
五
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
得
票
を
得
て
再
選
を
果
た
し
た
。
ブ
ラ
イ
ア
ン
を
立
て
た
民
主
党
は
、
シ
カ
ゴ
で
も
労
働
者
・
移
民
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
大
き
く
失
っ
て
敗
れ
た
。

　
要
す
る
に
、
大
不
況
の
到
来
に
よ
っ
て
、
在
来
多
く
の
人
々
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
宗
教
・
文
化
的
問
題
が
そ
の
比
重
を
減
じ
、
経
済

的
問
題
が
最
重
要
の
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
宗
教
・
文
化
的
イ
シ
ュ
ー
を
園
避
し
、
す
べ
て
の
階
級
・
グ
ル
ー
プ
に
高
保
護
関
税
に

よ
る
景
気
と
雇
傭
の
回
復
を
約
束
し
た
共
和
党
が
、
全
国
的
に
決
定
的
勝
利
を
つ
か
ん
だ
。
逆
に
民
主
党
は
、
不
況
責
任
の
重
荷
に
加
え
て
、

本
来
の
党
イ
メ
ジ
ー
「
慨
人
的
自
由
」
の
、
移
民
・
カ
ソ
リ
ヅ
ク
の
党
一
に
反
す
る
農
村
的
・
福
音
主
義
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
候
補
ブ

ラ
イ
ア
ン
を
立
て
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
支
持
老
の
離
反
を
招
き
、
し
か
も
尚
、
そ
の
伝
統
的
イ
メ
ジ
の
ゆ
え
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
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⑫

の
共
和
党
票
を
僅
か
し
か
奪
い
え
な
か
っ
た
。
ロ
リ
マ
ー
の
台
頭
は
、
こ
の
一
局
面
変
化
を
代
表
し
て
い
た
。
彼
は
、
シ
カ
ゴ
共
和
党
の
、
特

定
の
社
会
規
範
を
政
治
権
力
に
よ
っ
て
強
制
し
よ
う
と
し
た
旧
路
線
に
反
対
し
、
宗
教
・
民
族
に
か
か
わ
り
な
い
組
織
結
集
に
よ
る
物
質
的
恩

恵
を
党
の
新
し
い
組
織
原
理
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
和
党
が
基
盤
の
狭
い
福
音
主
義
的
ク
ル
ー
セ
ー
ド
の
党
か
ら
、
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ

を
機
能
的
に
統
合
す
る
党
へ
と
脱
皮
し
て
ゆ
く
道
を
ー
ハ
ン
ナ
ー
－
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
の
全
国
指
導
部
と
並
行
し
て
1
切
り
開
い
て
い
た
の
で

あ
る
。①

　
じ
d
Φ
m
総
。
劉
歪
霞
o
P
》
国
富
♂
巴
団
。
隔
O
臣
8
σ
q
P
＜
o
控
H
H
H
四
置
目
巨
器

　
o
隔
帥
鎧
。
α
⑦
ヨ
9
ξ
H
。
。
譲
ム
。
。
㊤
ω
（
這
㎝
日
）
り
℃
賢
N
O
ム
ρ
α
鍵
一
㎝
。
。
伊

②
d
’
の
ご
厳
①
く
①
暮
ゲ
O
①
霧
煽
ω
讐
H
。
。
㊤
ρ
、
、
℃
o
℃
三
客
δ
昌
、
．
讐
娼
や
廼
O
ふ
認
層
9
鼠

　
8
三
詳
Φ
曾
夢
O
魯
。
。
器
噛
戸
O
一
ρ
．
、
℃
o
窟
げ
鉱
8
、
、
’
H
H
噛
℃
や
切
這
占
匡

③
日
9
β
ζ
≧
『
妄
磐
σ
q
鴫
》
嵩
。
霧
o
h
o
同
諺
謬
℃
8
鳳
①
ω
”
津
げ
三
〇
℃
o
｝
三
。
㎝

　
言
O
ぼ
。
品
ρ
ド
。
。
8
1
お
ω
①
（
H
竃
ド
）
”
騨
8
．

④
固
三
α
‘
℃
や
b
。
。
。
聖
心
．

⑤
　
｝
o
⑦
一
諺
臼
胃
き
諺
ω
汁
鼠
図
貯
切
。
ω
ω
憎
o
H
三
8
“
≦
降
す
津
U
o
重
日
Φ
同
。
隔

　
O
匿
。
お
。
（
ぢ
謡
）
”
℃
や
O
讐
。
。
I
H
ρ
b
。
。
。
・

⑥
囲
ぼ
α
ご
や
や
δ
一
二
噛

⑦
た
と
え
ば
男
ρ
巳
㍗
餐
Φ
℃
℃
器
磐
↓
び
¢
O
肖
。
。
・
。
。
o
h
O
巳
ε
話
”
レ
ω
0
9
巴

　
｝
墨
ぐ
訟
の
o
h
鎧
罷
’
〈
o
ω
富
H
嵩
憎
9
三
8
層
お
㎝
？
お
O
O
（
H
り
ざ
）
嚇
国
9
p
註

　
密
話
Φ
p
目
9
芝
ぎ
巳
品
o
h
汁
げ
Φ
竃
δ
毛
。
ω
け
口
。
。
。
。
。
。
乱
。
。
⑩
①
（
お
“
ド
）
嚇
ω
ゆ
ヨ
膚
巴

　
8
鍔
。
ω
①
＜
曾
。
ざ
6
プ
Φ
娼
。
犀
酔
8
ω
o
h
U
⑦
箕
㊦
ω
玖
。
円
勺
。
一
三
〇
鉱
切
。
び
帥
≦
霞

　
貯
夢
。
客
。
詳
冨
窃
倉
お
り
ω
1
日
。
。
8
（
お
遷
y

⑧
図
げ
℃
℃
器
郭
。
℃
●
o
罫
、
噂
や
①
Φ
1
刈
ρ
H
O
O
高
b
。
ρ

⑨
ク
レ
ッ
プ
ナ
ー
は
、
イ
シ
ュ
ー
の
内
容
と
と
も
に
、
そ
れ
が
有
権
者
に
提
出
さ

　
れ
る
仕
方
（
党
の
レ
ト
リ
ッ
ク
）
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
囲
三
ユ
ご
℃
や
置
ω
－
嵩
。
。
・

⑩
H
ぼ
血
．
．
や
刈
P

⑭
勺
§
8
幅
。
や
鼻
■
、
唱
や
鍵
一
曽
。
。
蒔
ω
層
ω
α
ア
ω
①
Φ
．

⑫
↓
鶏
さ
。
℃
■
。
貫
唱
．
b
。
μ
も
い
。
．

⑬
　
H
三
α
・
輔
℃
や
H
O
－
慰
・
な
お
ロ
リ
マ
ー
は
、
い
わ
ゆ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
ボ
ス

　
の
典
型
に
属
し
な
い
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
移
民
と
し
て
、
英
語
の
使
用
、
ア
ン

　
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
文
化
の
理
解
な
ど
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
ボ
ス
と
岡
様
の
利
点
を

　
有
し
、
か
つ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
地
方
政
治
支
配
に
対
す
る
他
の
移
民
グ
ル
ー
プ

　
の
反
擾
を
ま
ぬ
が
れ
え
た
。

⑭
同
ぼ
山
ご
℃
℃
●
b
。
㊤
占
ド

⑮
H
三
α
．
”
電
。
ω
も
。
南
典

⑩
囲
ぼ
α
‘
電
’
謡
凸
。
。
．

⑰
囲
σ
嬢
層
℃
℃
■
ω
7
ω
①
■

⑱
囚
｝
名
籍
¢
『
噛
。
℃
．
鼻
‘
鵠
．
b
。
置
I
b
。
峯

⑲
8
異
観
。
や
簿
ご
竈
凸
。
。
。
。
ム
笛
．

⑳
H
三
α
ご
℃
や
蒔
。
。
ム
9

⑳
器
名
旭
器
お
。
噂
■
。
罫
”
や
漕
。
。
。
。
。

⑫
　
H
望
鳥
‘
℃
や
。
。
黛
1
。
。
8
．

12　（354）



三
　
ロ
リ
マ
ー
・
マ
シ
ン
と
改
革
派

革薪霊地晴代における都市政治（志邨）

　
ロ
リ
マ
ー
が
築
き
あ
げ
た
組
織
は
、
シ
カ
ゴ
市
の
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
分
裂
の
克
服
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
。
都
心
部
と
周
辺

な
い
し
郊
外
地
区
の
対
立
、
移
民
と
旧
来
の
ア
メ
リ
カ
人
と
の
対
立
、
移
民
グ
ル
ー
プ
閲
の
対
立
、
分
散
的
な
政
治
機
構
、
政
党
対
立
と
政
党

内
の
派
閥
抗
争
、
さ
ら
に
市
政
府
自
体
の
自
決
権
の
不
足
、
そ
れ
ら
は
十
九
世
紀
末
の
ア
メ
リ
カ
大
都
市
の
一
般
的
問
題
で
あ
り
、
拡
大
し
複

雑
化
し
た
都
市
生
活
が
必
要
と
し
た
、
市
街
交
通
、
ガ
ス
、
水
道
、
電
気
、
消
防
、
衛
生
な
ど
の
公
私
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
秩
序
あ
る
供
給
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

い
ち
じ
る
し
く
困
難
な
ら
し
め
て
い
た
。
シ
カ
ゴ
の
場
舎
も
例
外
で
は
な
い
。
シ
カ
ゴ
の
都
市
圏
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
課
税
権
、
独
自
の

職
員
と
規
則
を
も
つ
十
一
の
主
要
政
治
機
構
が
存
在
し
、
市
政
府
自
体
、
市
債
発
行
権
、
｝
般
課
税
権
（
タ
ウ
ン
が
有
し
、
一
八
九
九
年
以
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
オ
　
ド

ク
ヅ
ク
郡
が
も
つ
）
を
持
た
ず
、
帯
政
運
営
の
権
限
が
州
、
郡
、
市
、
タ
ウ
ン
の
諸
政
府
間
で
分
散
、
重
復
し
て
い
た
。
市
の
三
四
の
選
挙
区

か
ら
選
出
さ
れ
る
市
会
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
彼
ら
の
ロ
ー
カ
ル
な
利
害
に
基
い
て
行
動
し
た
だ
け
で
な
く
、
市
の
行
政
・
司
法
幹
部
の
多
く
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

市
長
と
同
様
に
選
挙
で
選
ば
れ
た
た
め
、
一
元
的
な
統
剃
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
第
一
市
会
選
挙
区
の
カ
フ
リ
ン
と
ケ
ソ
ナ
、
第
十
九
区
の
パ

ワ
ー
ズ
な
ど
、
有
力
な
職
業
政
治
家
も
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
で
独
立
し
た
政
治
基
盤
を
有
し
た
た
め
、
政
党
組
織
に
よ
る
彼
ら
の
統
制
も
、
流
動

　
　
プ
ア
ク
シ
ヨ
ソ

的
な
派
　
閥
次
元
の
そ
れ
を
越
え
え
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
、
時
代
遅
れ
の
市
政
治
機
構
だ
け
で
な
く
、
市
の
支
配
的
社
会
層
の
市
政
運
営
か
ら
の
引
退
と
市
住
民
自
体
の
分
裂
と
い

う
事
態
の
反
映
で
も
あ
っ
た
。
市
成
長
の
初
期
に
、
市
政
を
支
配
し
た
建
築
・
運
輸
、
と
り
わ
け
商
業
関
係
の
エ
リ
ー
ト
は
、
シ
カ
ゴ
市
の
急

成
長
を
可
能
に
し
た
鉄
道
、
製
造
工
業
、
食
肉
処
理
な
ど
の
大
企
業
の
到
来
に
よ
っ
て
、
一
八
六
〇
年
代
に
引
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か

も
、
新
し
い
大
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
か
つ
て
自
己
の
企
業
の
発
達
と
市
の
成
長
を
同
一
視
し
た
初
期
の
リ
ー
ダ
ー
と
異
な
っ
て
、
市
政

に
部
分
的
に
し
か
関
与
せ
ず
、
帯
政
に
自
ら
の
利
害
が
か
ら
む
場
合
で
も
、
む
し
ろ
有
力
政
治
家
と
の
個
別
的
取
引
を
選
ん
だ
。
企
業
で
の
成

功
が
直
ち
に
企
業
家
の
政
治
指
導
を
正
当
化
し
た
時
代
は
す
で
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
企
業
と
社
会
の
目
標
の
乖
離
が
人
々
に
認
識
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③

さ
れ
、
ヤ
ン
キ
ー
㌔
フ
戸
テ
ス
タ
ン
ト
の
社
会
経
済
倫
理
を
も
た
ぬ
移
斑
流
入
が
、
こ
の
傾
向
に
駐
車
を
か
け
た
。
し
か
も
、
新
来
の
移
民
グ

ル
ー
プ
は
、
概
し
て
都
心
部
に
集
中
し
、
周
辺
部
・
郊
外
に
移
住
し
た
旧
来
の
ア
メ
リ
カ
人
と
異
る
宗
教
・
文
化
を
維
持
し
つ
つ
も
、
そ
れ
ぞ

れ
に
特
定
地
区
に
集
中
し
て
居
住
す
る
傾
向
を
示
し
た
。
一
八
九
二
年
当
蒔
、
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
系
は
第
一
四
、
第
二
六
市
会
選
挙
区
で
有
権

者
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
系
、
ボ
ヘ
ミ
ア
系
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
九
、
第
二
三
、

第
八
、
第
十
六
区
で
、
約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。
ま
た
、
シ
カ
ゴ
の
ロ
シ
ア
系
有
権
者
の
四
二
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
の
五
四
、
ボ
ヘ
ミ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

系
の
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
特
定
の
一
・
二
の
市
会
選
挙
区
に
集
中
し
て
い
た
。
こ
の
状
況
は
、
特
定
地
区
に
地
盤
を
も
つ
有
力
政
治
家
の
散
在

を
意
味
し
た
が
、
な
お
彼
ら
の
地
盤
自
体
、
流
動
し
続
け
る
民
族
構
成
の
ゆ
え
に
長
期
の
安
定
の
維
持
は
困
難
で
あ
り
、
し
か
も
、
全
市
的
規

模
で
は
特
定
の
ど
の
民
族
集
団
も
小
数
派
で
あ
っ
た
か
ら
、
市
の
政
治
勢
力
の
全
体
的
統
合
は
不
可
能
に
近
く
、
時
々
の
諸
勢
力
の
連
合
も
極

め
て
不
安
定
で
あ
っ
た
。

　
ロ
リ
マ
ー
の
マ
シ
ン
は
、
他
の
共
和
党
分
派
と
の
同
盟
や
協
定
を
通
じ
て
で
は
あ
っ
た
が
、
数
千
に
の
ぼ
る
市
・
郡
の
公
職
の
配
布
、
公
職

立
候
補
者
と
党
幹
部
の
選
定
、
ま
た
市
と
州
の
議
会
へ
の
影
響
力
を
通
じ
て
、
党
と
市
政
の
分
裂
を
か
な
り
の
程
度
ま
で
克
服
し
、
実
質
的
に

市
政
統
合
へ
の
道
を
切
り
開
い
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
移
民
諸
グ
ル
ー
プ
へ
の
物
質
的
援
助
、
法
的
助
言
と
援
助
、
公
私
の
雇
傭
の
確
保
i
そ

れ
は
、
一
八
九
一
年
の
ウ
エ
ス
ト
・
パ
ー
ク
の
市
雇
傭
者
リ
ス
ト
の
み
で
八
六
八
人
を
数
え
た
一
ま
た
マ
シ
ン
・
メ
ン
バ
ー
へ
の
登
用
を
通

じ
て
、
市
住
民
の
社
会
的
統
合
を
促
進
し
た
。
さ
ら
に
ロ
リ
マ
ー
・
マ
シ
ン
は
、
民
主
党
の
有
力
な
サ
リ
ヴ
ァ
ン
ー
ホ
プ
キ
ン
ス
・
マ
シ
ン
と

提
携
し
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
T
・
ヤ
…
キ
ズ
の
市
街
電
箪
会
社
、
二
つ
の
ガ
ス
会
社
、
市
・
郡
の
公
金
を
握
る
ジ
ョ
ン
・
R
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
三

　
　
　
　
　
　
　
⑤

銀
行
と
手
を
組
ん
だ
。
そ
れ
は
、
分
裂
し
た
市
政
府
の
諸
機
関
や
市
会
議
員
個
々
の
抵
抗
や
利
権
強
要
に
悩
ん
で
い
た
公
共
的
企
業
に
と
っ
て
、

営
業
特
権
や
認
可
の
獲
得
を
容
易
に
す
る
神
経
中
枢
が
出
現
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

　
し
が
し
、
こ
の
よ
う
な
ロ
リ
マ
ー
に
よ
る
一
定
限
度
の
市
政
統
合
は
、
ヤ
ン
キ
ー
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
エ
ト
ス
か
ら
見
て
容
認
し
難
い
欠

陥
を
伴
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ウ
ェ
ス
ト
・
サ
イ
ド
の
、
（
こ
の
エ
ト
ス
か
ら
す
れ
ば
）
能
力
を
欠
く
、
移
民
系
市
民
の
政
治
権
力
へ
の
参
与
を
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革新主義時代における都市政治（志邨）

許
し
、
特
定
の
企
業
に
恩
典
を
与
え
、
マ
シ
ン
の
活
動
と
貧
困
な
市
民
へ
の
援
助
に
必
要
な
資
金
を
、
政
治
汚
職
を
通
じ
て
入
手
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ネ
ス
ト
サ
グ
ラ
フ
ト

顎
リ
マ
ー
自
身
、
い
わ
ゆ
る
「
廉
潔
な
汚
職
」
に
長
じ
、
石
炭
、
建
設
、
練
品
等
、
い
ず
れ
も
市
・
郡
政
府
と
の
契
約
を
主
と
す
る
会
社
を
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

虚
し
、
一
九
〇
九
年
に
は
、
公
金
の
預
金
を
ね
ら
う
銀
行
を
も
設
立
す
る
に
い
た
る
。
加
え
て
冒
リ
マ
ー
・
マ
シ
ン
は
、
既
述
の
よ
う
に
党
内

の
他
の
数
人
の
ボ
ス
と
、
さ
ら
に
民
主
党
の
サ
リ
ヴ
ァ
ン
・
マ
シ
ン
と
の
連
合
体
で
あ
り
、
情
況
に
よ
っ
て
は
同
盟
ボ
ス
の
離
反
が
生
じ
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
た
。

　
不
況
は
共
議
党
の
機
能
的
統
合
政
党
へ
の
脱
皮
を
促
進
し
、
シ
カ
ゴ
に
お
い
て
、
そ
の
路
線
に
よ
る
ロ
リ
マ
ー
の
台
頭
を
導
い
た
が
、
他
方
、

中
産
・
上
層
の
市
民
の
間
で
体
制
動
揺
へ
の
危
機
意
識
を
醸
成
し
、
ま
た
窮
迫
し
た
市
財
政
を
圧
迫
す
る
市
政
の
腐
敗
・
浪
費
に
対
す
る
関
心

を
強
め
た
。

　
一
八
九
三
年
秋
、
深
ま
る
不
況
と
一
番
宮
者
に
よ
る
市
長
ハ
リ
ソ
ン
の
射
殺
と
い
う
衝
撃
の
な
か
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
記
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヴ
イ
ツ
ク
コ
フ
ユ
デ
レ
じ
シ
コ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ウ
ソ
シ
ル

テ
ッ
ド
の
呼
び
か
け
で
催
さ
れ
た
大
衆
集
会
か
ら
、
シ
カ
ゴ
市
民
連
合
が
誕
生
し
た
。
市
民
連
合
は
、
す
べ
て
の
市
会
選
挙
区
に
協
議
会

を
設
け
、
失
業
救
済
、
労
資
紛
争
の
調
停
、
教
育
、
市
街
整
備
、
市
民
道
徳
な
ど
広
範
な
問
題
と
取
り
組
む
と
と
も
に
、
公
共
的
企
業
へ
の
営

業
特
権
賦
与
を
め
ぐ
る
市
会
の
腐
敗
の
調
査
を
開
始
し
、
と
り
わ
け
、
各
選
挙
区
で
腐
敗
議
員
の
排
除
、
正
直
で
有
能
な
候
補
者
の
選
出
を
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ユ
ニ
シ
パ
ル
　
ヴ
オ
　
タ
じ
ズ
ロ
り
じ
グ

る
政
治
行
動
委
員
会
を
発
足
せ
し
め
た
。
市
民
連
合
の
政
治
活
動
は
、
九
六
年
、
都
市
投
票
者
連
盟
に
引
き
つ
が
れ
、
シ
カ
ゴ
市
政
の
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ネ
ス
ト

新
が
開
始
さ
れ
た
。
連
盟
は
、
現
職
市
会
議
員
の
汚
れ
た
記
録
を
公
表
し
、
各
区
の
党
委
員
会
に
圧
力
を
か
け
て
正
直
な
候
補
の
指
名
を
要
求

し
、
ま
た
党
籍
を
問
わ
ず
、
連
盟
が
推
薦
す
る
そ
の
よ
う
な
候
補
へ
の
投
票
を
呼
び
か
け
た
。
こ
の
年
、
半
数
改
選
の
市
会
議
員
選
挙
で
、
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
レ
イ
　
ウ
ル
ヴ
ズ

盟
が
非
難
し
た
現
職
議
員
二
六
名
の
う
ち
十
六
名
は
党
の
指
名
を
拒
ま
れ
、
残
る
一
〇
名
中
四
丁
も
落
選
し
、
い
わ
ゆ
る
「
灰
色
の
狼
た
ち
」

　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
大
打
撃
を
受
け
た
。

　
連
盟
推
薦
の
「
安
全
な
」
議
員
の
増
加
は
、
ロ
リ
マ
ー
・
マ
シ
ン
と
組
ん
だ
シ
カ
ゴ
の
市
電
王
ヤ
ー
キ
ズ
の
敗
北
に
示
さ
れ
た
。
九
〇
年
代

に
シ
カ
ゴ
の
市
街
鉄
道
の
電
化
・
路
線
統
合
を
強
引
に
推
進
し
た
彼
は
、
九
七
年
二
月
、
ロ
リ
マ
ー
派
の
州
議
員
ハ
ン
フ
リ
ー
を
通
じ
て
、
州
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委
員
会
に
よ
る
規
制
の
下
に
彼
の
会
社
の
営
業
特
権
を
四
〇
年
間
延
長
す
る
法
案
を
提
出
し
た
。
投
票
老
連
盟
を
中
心
と
し
た
市
の
改
革
派
は
、

こ
れ
を
市
の
自
治
権
へ
の
侵
害
で
あ
り
、
市
に
対
す
る
同
社
の
財
政
的
補
償
も
ま
た
少
い
と
し
て
強
く
反
対
し
、
公
共
的
企
業
と
政
治
マ
シ
ン

の
結
合
に
対
す
る
反
対
世
論
の
結
集
を
計
っ
た
。
ハ
ン
フ
リ
ー
法
案
は
四
月
に
州
上
院
を
通
過
し
た
が
、
同
年
の
市
長
選
挙
で
は
、
改
革
派
の

推
す
共
和
党
員
ハ
…
ラ
ソ
が
独
立
候
補
と
し
て
出
馬
し
、
共
和
党
票
の
分
裂
と
ロ
リ
マ
ー
が
推
し
た
共
和
党
候
補
シ
ア
ー
ズ
の
敗
北
を
招
い
た
。

非
難
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
ヤ
ー
キ
ズ
は
ハ
ソ
フ
リ
ー
法
案
を
撤
回
し
、
代
え
る
に
、
州
委
員
会
に
よ
る
規
制
を
除
き
、
シ
カ
ゴ
市
議
会
に
五

〇
年
聞
の
営
業
特
権
延
長
の
権
限
を
認
め
た
ア
レ
ン
法
案
を
も
っ
て
し
た
。
ア
レ
ン
法
案
は
州
議
会
を
通
過
し
た
。
し
か
し
九
八
年
四
月
の
市

会
議
員
選
挙
で
は
、
市
会
に
よ
る
営
業
特
権
延
長
の
決
定
を
阻
止
す
る
に
足
る
数
の
投
票
者
連
盟
推
薦
の
議
員
が
当
選
を
確
保
し
、
ロ
リ
マ
ー

の
重
要
な
同
盟
ボ
ス
で
あ
っ
た
バ
ー
ツ
と
ビ
ー
ズ
が
反
対
派
に
転
じ
、
民
主
党
市
長
ハ
リ
ソ
ソ
ニ
世
も
ア
レ
ン
法
反
対
の
態
度
を
明
ら
か
に
し

た
。
九
八
年
十
二
月
、
市
議
会
は
つ
い
に
ア
レ
ン
法
に
よ
る
ヤ
ー
キ
ズ
の
会
社
の
営
業
特
権
延
長
を
否
決
し
た
。
翌
九
九
年
、
州
議
会
も
ア
レ

ン
法
自
体
を
廃
止
し
、
ヤ
ー
キ
ズ
は
す
べ
て
の
運
輸
関
係
資
産
を
売
り
払
っ
て
シ
カ
ゴ
を
去
っ
た
。
投
票
者
連
盟
を
中
心
と
し
た
シ
カ
ゴ
革
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

勢
力
の
あ
ざ
や
か
な
勝
利
が
印
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
一
九
〇
三
年
、
リ
ン
ヵ
ン
・
ス
テ
フ
ェ
ン
ズ
は
シ
カ
ゴ
を
「
半
ば
解
放
さ
れ
た
、
戦
い
続

け
る
」
都
市
と
た
た
え
、
〇
六
年
、
投
票
者
連
盟
会
長
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
　
「
シ
カ
ゴ
帯
議
会
は
…
…
正
直
な
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
握
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
⑩

い
る
」
と
自
賛
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
革
新
運
動
の
出
現
は
、
一
面
で
、
不
況
を
契
機
に
階
級
や
職
業
・
地
位
の
壁
を
超
え
て
、
社
会
問
題
、
政
治
問
題
に
積
極
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

取
組
も
う
と
す
る
「
新
し
い
市
民
意
識
」
が
出
現
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
ハ
ル
・
ハ
ウ
ス
の
ジ
ェ
…
ソ
・
ア
ダ
ム
ズ
は
、
失
業
者
の
大
群
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

目
に
し
て
ス
ラ
ム
の
街
路
浄
化
の
戦
い
か
ら
身
を
引
き
、
　
「
こ
れ
ま
で
で
最
も
真
剣
な
経
済
学
の
読
書
に
」
打
ち
込
ん
だ
。
ハ
ル
・
ハ
ウ
ス
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
リ
ぱ
　
コ
　
フ
ロ
ア

並
ぶ
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
、
シ
カ
ゴ
・
コ
モ
ン
ズ
が
催
し
た
「
自
由
討
論
」
の
夕
べ
に
は
、
毎
週
数
百
人
の
多
様
な
市
民
が
参
加
し
、
そ
の
講
師

　
　
ソ
シ
ア
ル
　
ゴ
ス
ペ
ル

陣
は
社
会
福
音
の
指
導
者
ワ
シ
ン
ト
ン
・
グ
ラ
ド
ン
、
進
歩
的
弁
護
士
ク
ラ
レ
ソ
ス
・
ダ
ロ
ー
、
ト
レ
ド
の
改
革
市
長
サ
、
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ソ
ズ
、
さ
ら
に
社
会
主
義
的
な
労
組
旛
導
者
ト
マ
ス
・
J
・
モ
ー
ガ
ン
、
ア
ナ
キ
ス
ト
の
エ
マ
・
ゴ
ル
ド
マ
ン
ま
で
も
含
ん
だ
。
市
民
連
合
の
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結
成
を
導
い
た
大
衆
集
会
に
は
、
　
「
指
導
的
実
業
家
と
労
働
指
導
者
、
市
政
府
と
市
の
排
他
的
上
流
ク
ラ
ブ
の
代
馬
た
ち
、
牧
師
と
酒
場
主
、

賭
博
師
と
神
学
教
授
、
際
立
っ
た
名
流
夫
人
と
悪
名
高
い
売
春
宿
の
マ
ダ
ム
、
裁
判
所
の
判
事
た
ち
と
ヘ
イ
マ
ー
ケ
ヅ
ト
暴
動
裁
判
で
有
罪
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

決
を
う
け
、
ア
ル
ト
ゲ
ル
ト
知
事
の
特
赦
で
州
刑
務
所
を
出
た
ば
か
り
の
一
人
物
が
、
相
並
ん
で
座
し
て
い
た
」
。

　
し
か
し
、
出
現
し
た
革
新
運
動
の
担
い
手
の
階
級
的
性
格
も
ま
た
明
白
で
あ
っ
た
。
市
民
興
業
会
長
の
ラ
イ
マ
ソ
・
J
・
ゲ
イ
ジ
は
、
フ
ァ

ー
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
頭
取
で
、
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
国
博
の
開
催
を
引
受
け
た
シ
カ
ゴ
財
界
の
巨
頭
で
あ
り
、
市
民
連
合
に
は
じ
め
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

呈
し
て
い
た
労
働
組
合
も
ほ
ど
な
く
手
を
引
い
た
。
投
票
者
連
盟
の
初
代
会
長
コ
ー
ル
を
は
じ
め
、
連
盟
の
執
行
委
員
七
名
は
、
一
人
の
業
界

誌
編
集
老
、
一
人
の
若
い
法
律
家
を
除
い
て
、
す
べ
て
実
業
家
で
あ
り
、
連
盟
を
代
堅
し
た
政
治
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ケ
ン
ト
は
富
裕
な
食
肉
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

理
業
者
の
息
子
で
、
名
門
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
一
八
九
六
年
か
ら
一
九
二
〇
年
に
い
た
る
問
の
連
盟
の
指
導
者
五
〇
華
中
、

三
〇
名
は
法
律
家
ほ
か
の
専
門
職
、
残
る
二
〇
名
は
実
業
家
で
あ
り
、
一
人
の
労
働
者
も
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
八
割
が
カ
レ
ヅ
ジ

卒
業
以
上
の
学
歴
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
生
れ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
り
、
連
盟
の
運
動
方
針
は
超
党
派
の
そ
れ
で
あ
っ
た
が
、
七
割
ま
で
が
共

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

和
党
支
持
者
で
あ
っ
た
。
連
盟
の
戦
略
は
十
分
に
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ヅ
ク
で
あ
っ
た
。
連
盟
は
、
清
廉
の
名
の
高
い
候
補
者
の
み
を
推
薦
す
る
の

で
な
く
、
明
白
な
腐
敗
の
記
録
を
も
つ
議
員
を
排
除
す
る
た
め
に
、
両
党
間
の
、
ま
た
党
派
間
の
対
立
を
利
用
し
、
次
善
の
候
補
を
、
ま
た
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
は
マ
シ
ン
の
一
員
や
カ
ソ
リ
ッ
ク
移
罠
の
代
表
を
す
ら
推
薦
す
る
戦
略
を
と
っ
た
。

　
連
盟
に
結
集
し
た
改
革
派
の
主
張
は
、
腐
敗
し
た
ボ
ス
と
、
彼
ら
と
結
託
し
た
実
業
家
の
手
か
ら
、
政
治
を
門
人
民
」
の
手
に
奪
回
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
彼
ら
の
い
う
「
人
民
」
は
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
の
貧
し
い
移
民
・
労
働
者
大
衆
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
大
衆
は
、

ケ
ン
ト
に
よ
れ
ば
「
陽
気
に
賄
賂
を
取
り
込
む
習
慣
が
最
悪
の
犯
罪
で
あ
る
こ
と
」
自
体
を
、
つ
ま
り
ヤ
ン
キ
ー
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
政
治

倫
理
を
「
た
た
き
込
み
、
教
え
込
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
」
存
在
で
あ
り
、
そ
の
上
で
な
け
れ
ば
政
治
決
定
へ
の
参
与
を
許
し
え
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
一
九
〇
六
年
か
ら
投
票
者
連
盟
の
会
長
と
な
っ
た
「
改
革
ボ
ス
」
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ブ
イ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
　
「
彼
の
提
唱
す
る
…
…
正
し
い

コ
ー
ス
に
人
民
を
導
き
入
れ
る
こ
と
に
自
信
を
も
つ
」
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
求
め
た
も
の
は
、
現
実
的
に
は
、
政
治
の
決
定
権
・
指
導
権
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を
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
卑
し
い
胸
の
悪
く
な
る
よ
う
な
分
子
」
の
代
表
か
ら
、
　
「
正
直
で
有
能
な
」
彼
ら
自
身
の
階
級

の
手
に
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
市
の
北
部
と
南
部
、
エ
ヴ
ァ
ン
ス
ト
ン
の
よ
う
な
郊
外
地
区
に
住
む
主
と
し
て
旧
来
の
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
成
る

中
産
・
上
層
の
市
民
の
手
に
、
ま
た
彼
ら
を
代
表
す
る
教
育
あ
る
実
業
家
と
専
門
職
の
人
々
の
手
に
、
奪
團
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
目

に
は
、
ボ
ス
月
マ
シ
ン
が
移
民
・
労
働
老
大
衆
と
企
業
の
日
常
利
益
を
手
掛
り
に
「
組
織
」
を
通
じ
て
行
っ
た
一
定
限
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

合
と
政
治
の
集
権
化
は
、
　
「
厄
介
で
不
満
足
な
」
も
の
と
し
て
映
じ
た
。
彼
ら
は
、
よ
り
徹
底
し
た
統
合
を
、
ヤ
ン
キ
ー
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
政
治
倫
理
に
よ
る
移
民
都
市
の
統
合
を
、
ま
た
会
社
経
営
を
モ
デ
ル
と
し
た
市
政
治
の
能
率
的
な
中
央
集
権
化
を
め
ざ
し
た
。
市
憲
章
の
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

訂
を
通
じ
て
の
超
党
派
的
な
専
門
家
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
合
理
的
市
政
運
営
が
彼
ら
の
究
極
目
標
で
あ
っ
た
。

①
　
○
財
拶
ユ
。
。
。
　
客
。
O
『
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8
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⑰
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。
’
悪
■
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占
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．

⑱
マ
ッ
カ
ー
シ
イ
は
、
そ
の
よ
う
な
例
か
ら
、
投
票
者
連
盟
が
エ
リ
ー
ト
的
・
反

　
移
民
で
あ
っ
た
と
す
る
タ
ー
の
主
張
に
反
対
す
る
。
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℃
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や
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唱
℃
・
戯
ω
ふ
距
ド
。
。
ω
き
け
。
。
し
か
し
こ
れ
は
、
連
盟
の
プ
ラ
グ
マ
チ
ッ
ク
な
戦
略
の

　
結
果
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
戦
略
に
よ
ら
ね
ば
、
移
斑

　
・
労
働
者
の
都
市
シ
カ
ゴ
で
の
政
治
的
成
功
は
期
し
え
な
か
っ
た
。
ω
3
識
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．
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菖
。
。
。
貯
〇
三
8
σ
Q
P
一
。
。
Q
。
Q
。
1
一
漣
O
（
H
O
誤
）
璽
℃
℃
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四
　
新
し
い
改
革
派
の
出
現
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日
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．
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日
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ご
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．
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℃
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℃
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①
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．
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江
O
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①
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嵩
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O
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．
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①
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①
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．
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噛
℃
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H
①
ド
ー
日
①
ω
9

⑳
目
餌
登
》
ω
伸
＆
団
貯
b
d
o
ω
ω
℃
9
一
江
8
尋
や
①
メ

　
投
票
者
連
盟
を
中
心
と
し
た
改
革
運
動
は
一
「
ト
ラ
ス
ト
・
プ
レ
ス
」
の
宣
伝
力
に
も
支
え
ら
れ
て
－
共
聯
党
内
の
ボ
ス
勢
力
に
対
し

重
大
な
障
害
を
形
造
っ
た
。
　
一
九
〇
〇
年
、
ロ
リ
マ
ー
は
連
邦
下
院
の
議
席
を
失
い
、
〇
二
年
に
は
か
ろ
う
じ
て
議
席
を
回
復
し
た
も
の
の
、

岡
年
の
市
長
選
挙
で
は
、
彼
が
推
し
た
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
候
補
が
敗
れ
、
翌
〇
三
年
に
は
、
ロ
リ
マ
i
派
が
最
後
ま
で
抵
抗
し
た
、
シ
カ
ゴ
市
に

市
街
鉄
道
の
市
有
を
許
可
す
る
法
案
が
、
州
議
会
で
圧
倒
的
賛
成
の
う
ち
に
可
決
さ
れ
た
。
ロ
リ
マ
ー
の
威
儒
低
下
、
共
和
党
衰
勢
の
な
か
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

多
く
の
党
員
が
党
の
再
編
を
主
張
し
は
じ
め
る
。
同
年
、
す
で
に
離
反
し
た
バ
ー
ツ
、
ビ
ー
ズ
に
加
え
て
、
ロ
リ
マ
ー
の
最
重
要
の
同
盟
者
で

あ
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
草
葺
ソ
が
彼
か
ら
離
反
し
、
投
票
者
連
盟
ほ
か
の
市
民
勢
力
と
反
ロ
リ
マ
ー
派
の
政
治
家
の
支
持
を
受
け
て
、
州
知

事
に
立
候
補
す
る
に
い
た
る
。
デ
ニ
ー
ン
は
、
　
一
八
九
二
年
に
州
下
院
に
当
選
し
て
以
来
ロ
リ
マ
ー
勢
力
に
加
わ
り
、
市
南
西
部
の
ス
カ
ン
ジ

ナ
ビ
ア
系
市
民
の
間
で
地
盤
を
築
い
た
。
九
六
年
、
一
九
〇
〇
年
、
彼
は
ロ
リ
マ
ー
の
ク
ッ
ク
郡
マ
シ
ン
の
支
持
で
地
方
検
事
に
当
選
し
、
ロ

リ
マ
i
・
マ
シ
ン
に
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
、
な
お
改
革
派
か
ら
清
廉
で
有
能
と
の
評
価
を
得
て
い
た
。
ロ
リ
マ
！
は
、
彼
を
「
ト
ラ
ス
ト
・
プ

レ
ス
」
に
身
売
り
し
た
裏
切
り
者
と
雰
難
し
た
が
、
翌
〇
四
年
の
ク
ッ
ク
郡
党
大
会
代
議
員
の
選
挙
で
は
デ
ニ
ー
ソ
支
持
派
に
敗
北
を
喫
し
、
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一
八
九
六
年
以
来
は
じ
め
て
ク
ッ
ク
郡
共
和
党
の
支
配
権
を
失
っ
た
。
州
の
共
和
党
史
上
最
長
を
記
録
し
た
州
党
大
会
で
も
、
デ
円
上
ン
が
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
に
指
名
を
獲
得
し
、
つ
い
で
民
主
党
候
補
ス
ト
リ
ン
ガ
ー
に
大
差
を
つ
け
て
州
知
事
へ
の
当
選
を
果
た
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
改
革
勢
力
が
市
の
ボ
ス
腱
マ
シ
ン
を
一
掃
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ロ
リ
マ
ー
は
、
ク
ッ
ク
郡
の
共
和
党
指
導
権
を
失
っ

た
も
の
の
、
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
の
マ
シ
ン
を
維
持
し
続
け
、
こ
れ
を
足
掛
り
に
徐
々
に
勢
力
を
圓
復
し
、
一
九
〇
九
年
に
は
州
議
会
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
連
邦
上
院
議
員
選
出
を
行
詰
り
に
陥
入
れ
、
つ
い
に
自
ら
連
邦
上
院
の
議
席
を
獲
得
す
る
に
い
た
る
。
民
主
党
の
側
で
も
、
ケ
ン
ナ
と
カ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

リ
ソ
の
マ
シ
ン
や
、
ジ
ョ
ニ
イ
・
パ
ワ
ー
ズ
の
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
p
リ
マ
ー
と
組
ん
だ
ロ
ジ
ャ
ー
・
C
・
サ
リ
ヴ
ァ
ソ
の
マ
シ
ン
が
健
在
で

あ
っ
た
。
サ
リ
ヴ
ァ
ソ
は
、
シ
カ
ゴ
初
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
カ
ソ
リ
ッ
ク
市
長
ホ
プ
キ
ソ
ズ
の
あ
と
を
継
ぎ
、
投
票
者
連
盟
な
ど
改
革
派
の
攻

撃
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
市
民
を
中
心
と
し
た
強
力
な
マ
シ
ン
の
建
設
に
成
功
し
、
党
の
長
老
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
再
三
の
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

難
に
も
動
じ
な
い
、
全
国
的
に
有
名
な
ボ
ス
と
し
て
生
き
残
っ
た
。

　
の
み
な
ら
ず
、
す
で
に
の
べ
た
改
革
者
た
ち
の
多
く
と
同
様
に
、
旧
来
の
ア
メ
リ
カ
人
で
中
産
層
の
出
で
あ
り
な
が
ら
、
移
民
大
衆
の
支
持

を
獲
得
し
、
し
か
も
改
革
的
立
場
に
も
立
つ
新
し
い
型
の
政
治
家
が
出
現
し
つ
つ
あ
っ
た
。
一
八
九
七
年
か
ら
五
期
市
長
職
を
確
保
し
た
昆
主

党
の
カ
ー
タ
ー
・
ハ
リ
ソ
ン
ニ
世
が
そ
れ
で
あ
る
。
彼
は
旧
南
部
出
身
の
前
市
長
（
一
八
七
九
1
八
五
、
一
八
九
三
－
九
五
）
の
息
子
で
、
ド
イ
ツ

で
教
育
を
受
け
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
女
性
と
結
婚
し
た
。
彼
の
政
治
的
成
功
は
、
父
の
政
治
的
遺
産
、
彼
の
経
歴
が
暗
示
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
イ
ド
ロ
オ
ロ
ブ
ソ
　
タ
ウ
ン

よ
う
な
ド
イ
ツ
系
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
ほ
か
の
移
民
グ
ル
ー
プ
へ
の
ア
ピ
ー
ル
、
ま
た
父
と
同
様
の
「
開
か
れ
た
街
」
の
主
張
だ
け
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
移
民
の
政
治
的
登
用
を
マ
シ
ン
な
い
し
政
党
の
得
票
の
た
め
の
便
宜
的
手
段
と
し
て
で
な
く
、
彼
ら
を
ア
メ
リ

カ
に
受
入
れ
、
統
合
す
る
新
し
い
原
理
と
し
て
理
解
し
て
い
た
。
彼
は
言
う
。

　
「
わ
れ
わ
れ
の
国
は
、
彼
ら
（
新
来
の
移
民
）
に
と
っ
て
異
郷
で
あ
る
」
。
見
知
ら
ぬ
言
語
と
習
慣
の
こ
の
地
で
、
彼
ら
は
「
歓
迎
さ
れ
て

い
る
の
か
、
否
か
」
の
不
安
に
さ
い
な
ま
れ
る
。
お
ず
お
ず
と
市
民
権
を
獲
得
し
て
も
、
　
「
彼
ら
が
わ
れ
わ
れ
の
聞
で
本
当
に
求
め
ら
れ
て
い

る
か
ど
う
か
、
全
然
確
か
で
な
い
た
め
に
、
彼
ら
は
、
あ
る
い
は
何
か
の
不
運
で
こ
の
市
民
権
を
失
う
の
で
な
い
か
、
と
恐
れ
て
い
る
」
。
「
そ
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革新主義時代における都市政治（志邨）

の
時
、
彼
ら
の
一
人
へ
の
あ
る
地
位
の
任
命
が
、
恐
ら
く
最
も
と
る
に
足
ら
ぬ
種
類
の
そ
れ
が
到
来
す
る
。
一
瞬
に
し
て
す
べ
て
が
変
る
。
確

か
さ
、
安
全
さ
が
彼
ら
の
も
の
と
な
る
。
今
や
、
そ
し
て
こ
れ
以
後
、
彼
ら
は
、
自
分
が
そ
の
旗
の
下
で
働
き
生
き
る
政
府
の
一
部
分
に
、
そ

の
一
片
に
、
そ
の
一
組
織
と
な
る
」
。
「
彼
ら
が
わ
が
国
の
公
的
生
活
の
中
で
あ
る
地
位
に
価
す
る
、
と
い
う
保
証
を
与
え
る
こ
と
ほ
ど
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ら
の
人
々
の
間
に
、
良
き
市
民
精
神
、
真
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
を
確
立
す
る
も
の
は
な
い
」
。

　
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
ヤ
ン
キ
ー
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
政
治
倫
理
を
移
民
大
衆
に
「
た
た
き
込
む
」
こ
と
、
あ
る
い
は
、
彼
ら
が
旧
来
の

ア
メ
リ
カ
人
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
ま
で
、
彼
ら
の
政
治
参
与
を
阻
む
こ
と
を
望
ん
だ
、
投
票
老
連
盟
的
単
打
派
の

そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
。
ハ
リ
ソ
ソ
は
、
特
定
の
価
値
観
の
強
制
な
し
に
多
民
族
社
会
を
統
合
す
る
民
主
的
原
理
を
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
ハ
リ
ソ
ソ
は
、
市
の
ボ
ス
勢
力
と
対
抗
し
た
。
彼
は
先
述
の
サ
リ
ヴ
ァ
ン
・
マ
シ
ン
と
激
し
く
争
い
、
ロ
リ
マ
ー
と
結
ん
だ
ヤ
ー
キ

ズ
の
野
望
に
と
ど
め
を
さ
す
役
割
を
演
じ
た
だ
け
で
な
く
、
公
共
親
企
業
の
料
金
引
き
下
げ
、
八
時
間
労
働
法
、
市
職
員
の
組
合
結
成
を
支
持
し
、

市
政
府
の
社
会
的
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
拡
大
を
主
張
し
た
。
要
す
る
に
ハ
リ
ソ
ン
は
、
旧
来
の
ア
メ
リ
カ
人
中
産
層
に
属
し
つ
つ
、
市
の
移
罠
・
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

働
者
大
衆
へ
の
福
祉
と
、
彼
ら
の
市
政
参
与
を
拡
大
す
る
方
向
で
の
ア
ピ
ー
ル
に
よ
っ
て
成
功
し
た
、
新
し
い
型
の
改
革
政
治
家
に
属
し
た
。

　
改
革
気
運
の
高
ま
り
と
ハ
リ
ソ
ソ
の
よ
う
な
政
治
家
の
出
現
は
、
民
主
党
の
マ
シ
ン
政
治
家
自
身
の
転
換
を
も
う
な
が
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
ア
ル
・
ス
ミ
ス
、
ボ
ス
ト
ン
の
ウ
ォ
ル
シ
ュ
に
当
る
シ
カ
ゴ
民
主
党
の
ダ
ソ
の
出
現
が
そ
れ
で
あ
る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
F
・
ダ
ン
は
フ
ェ

ニ
ア
ン
を
父
に
も
つ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
二
世
で
、
ダ
ブ
リ
ン
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
し
た
。
し
た
が
っ
て
彼
は
、
ス
ラ
ム
育
ち
で

な
く
一
般
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
よ
り
も
高
度
の
教
育
を
有
し
た
が
、
忠
実
な
民
主
党
員
と
し
て
、
判
事
、
大
統
領
選
挙
人
、
党
全
国
大
会
代

表
と
順
調
に
党
組
織
内
を
上
昇
し
、
概
し
て
ハ
リ
ソ
ン
派
に
つ
い
た
が
、
一
九
〇
五
年
、
党
の
市
長
候
補
の
指
名
を
か
ち
と
り
、
以
後
、
民
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

党
の
指
導
権
を
サ
リ
ヴ
ァ
ン
、
ハ
リ
ソ
ン
と
争
う
に
い
た
っ
た
。

　
一
九
〇
五
年
の
市
長
選
挙
で
は
、
共
和
党
は
、
　
「
街
路
を
人
民
の
も
の
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
市
電
会
社
と
結
ぶ
ボ
ス
勢
力
と
戦
っ
て
き
た

改
革
派
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
ハ
ー
ラ
ン
を
指
名
し
た
が
、
ダ
ン
は
市
街
電
車
の
即
時
市
有
を
掲
げ
て
、
当
選
を
か
ち
と
っ
た
。
市
長
と
し
て
の
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ダ
ソ
は
、
市
電
市
有
の
戦
い
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
が
、
市
電
会
社
へ
の
営
業
認
可
の
条
件
を
改
善
し
、
一
九
一
二
年
に
は
、
シ
カ
ゴ
市
ほ
か

州
内
の
都
市
部
で
の
得
票
に
よ
っ
て
、
現
職
の
共
和
党
革
新
知
事
デ
ニ
ー
ソ
と
革
新
党
候
補
フ
ラ
ン
ク
を
破
っ
て
、
イ
リ
ノ
イ
州
知
事
に
当
選

　
⑩

し
た
。
彼
の
州
政
は
印
象
的
な
労
働
・
福
祉
立
法
、
企
業
規
制
の
進
展
を
印
し
た
。
公
務
員
の
老
年
年
金
、
鉱
山
・
鉄
道
労
働
者
の
保
健
・
安

全
基
準
の
改
善
、
労
働
者
へ
の
低
利
融
資
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
河
以
東
で
は
最
初
の
婦
人
参
政
権
、
な
ど
の
立
法
が
成
立
し
、
憲
法
修
正
第
十
七

条
（
連
邦
上
院
議
員
の
直
接
選
挙
）
も
批
准
さ
れ
、
州
内
の
市
自
治
体
に
公
共
的
企
業
の
市
有
を
認
め
、
ま
た
州
の
公
共
企
業
規
制
委
員
会
の

設
立
を
定
め
た
法
律
も
成
立
を
み
た
。
そ
の
他
、
立
法
化
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
労
災
補
償
、
女
性
労
働
者
の
た
め
の
最
低
賃
金
制
、
失

業
救
済
、
・
税
制
改
革
、
保
険
会
社
や
鉄
道
へ
の
規
綱
な
ど
の
戦
い
も
進
め
ら
れ
た
。
他
方
彼
は
外
国
系
市
民
を
多
数
公
職
に
登
用
し
、
禁
酒
立

法
、
倫
理
規
倒
の
立
法
に
反
対
し
、
政
府
の
役
割
は
人
民
の
生
活
へ
の
積
極
的
援
助
に
あ
る
と
明
確
に
主
張
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
リ
ノ
イ
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

労
働
総
同
盟
は
一
九
一
六
年
、
彼
の
再
選
を
全
面
的
に
支
持
し
た
の
で
あ
る
。

　
明
ら
か
に
、
イ
リ
ノ
イ
州
の
革
新
主
義
改
革
の
ピ
ー
ク
は
、
州
知
事
ダ
ン
と
、
彼
を
支
持
し
た
シ
カ
ゴ
市
他
の
外
国
系
市
民
の
代
表
た
ち
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ダ
ソ
は
、
禁
酒
・
倫
理
規
制
立
法
に
反
対
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
カ
ソ
リ
ッ
ク
で
あ
り
、
政
治

腐
敗
に
は
染
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
ボ
ス
・
マ
シ
ン
目
移
民
複
合
体
の
範
麟
に
該
当
し
た
。
彼
は
、
好
ん
で
ア
メ
リ
カ
社
会
の
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ン
性
を
論
じ
、
　
「
イ
ギ
リ
ス
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ア
メ
リ
カ
の
母
国
だ
」
と
説
き
、
ハ
イ
フ
ン
付
き
ア
メ
リ
カ
人
全
体
の
代
表
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
立
場
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
ハ
リ
ソ
ン
と
ダ
ン
の
出
現
は
、
投
票
者
連
盟
や
共
和
党
改
革
派
と
は
異
な
る
、
移
民
・
下
層
大
衆
を
代
表
す
る

改
革
勢
力
の
出
現
を
意
味
し
た
。
そ
れ
は
、
ト
レ
ド
の
ジ
ョ
ー
ン
ズ
市
長
、
デ
ト
群
イ
ト
の
ピ
ン
グ
リ
ー
市
長
ら
と
と
も
に
、
人
民
の
政
治
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

与
を
拡
大
し
、
社
会
福
祉
を
め
ざ
す
方
向
で
の
改
革
と
社
会
統
合
を
志
向
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
一
一
年
の
シ
カ
ゴ
市
長
選
挙
は
、
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
改
革
勢
力
の
衝
突
を
意
味
し
た
。
ハ
ー
ラ
ソ
の
敗
北
と
政
治
的
没
落
の
の
ち
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
を
失
っ
て
い
た
共
和
党
革
新
派
は
、
こ
の
年
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
政
治
学
教
授
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
メ
リ
ア
ム
に
注
爵
し
た
。
メ
リ
ア
ム
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
グ
レ
ツ
シ
ヴ
コ
パ
ヨ
テ
イ

市
議
会
の
蔵
出
委
員
会
の
長
と
し
て
市
政
の
浄
化
と
能
率
化
に
努
め
て
き
た
が
、
こ
の
年
の
シ
カ
ゴ
市
長
選
挙
を
、
十
二
年
の
革
　
　
新
　
　
党
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結
成
に
つ
な
が
る
全
国
の
共
和
党
革
新
派
の
戦
い
に
結
合
し
よ
う
と
望
ん
だ
。
彼
は
市
政
の
能
率
化
、
計
画
的
な
市
街
建
設
、
市
の
自
治
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
拡
大
、
公
共
的
企
業
・
市
街
電
車
問
題
の
公
正
な
解
決
を
掲
げ
、
と
り
わ
け
、
マ
シ
ン
と
政
治
腐
敗
の
排
除
を
主
張
し
た
。

　
民
主
党
の
側
で
は
、
ハ
リ
ソ
ン
ニ
世
が
再
出
馬
し
、
前
市
長
ダ
ソ
と
サ
リ
ヴ
ァ
ソ
派
が
推
す
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
の
銀
行
家
グ
ラ
ハ
ム
を
党

予
選
で
破
っ
て
、
指
名
を
獲
得
し
た
。
ハ
リ
ソ
ン
も
、
全
国
的
な
革
新
風
潮
の
盛
り
上
り
に
同
調
し
、
「
全
人
民
の
た
め
の
能
率
的
な
市
行
政
」
、

公
共
的
企
業
へ
の
厳
し
い
規
制
、
公
営
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
区
を
付
し
た
港
湾
施
設
の
整
備
、
市
自
治
の
強
化
を
掲
げ
、
と
り
わ
け
ガ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

料
金
を
一
〇
〇
〇
立
方
フ
ィ
ー
ト
墨
り
七
〇
セ
ン
ト
に
引
下
げ
よ
、
と
主
張
し
た
。

　
ハ
リ
ソ
ソ
の
七
〇
セ
ン
ト
・
ガ
ス
の
主
張
は
、
メ
リ
ア
ム
の
抽
象
的
な
訴
え
よ
り
も
、
移
民
・
下
層
民
衆
に
よ
り
ア
ピ
ー
ル
し
う
る
具
体
性

を
有
し
た
が
、
い
ま
一
つ
の
潜
在
的
だ
が
大
き
な
イ
シ
ュ
ー
が
ハ
リ
ソ
ン
を
利
し
た
。
全
国
的
な
革
薪
気
運
の
高
ま
り
と
と
も
に
盛
り
上
っ
た

禁
酒
法
運
動
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
時
に
不
況
中
沈
静
し
て
い
た
宗
教
・
文
化
的
対
立
も
、
景
気
回
復
と
と
も
に
急
速
に
盛
り
上
り
つ
つ
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ル
　
ソ

た
。
非
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
移
民
“
酒
揚
u
マ
シ
ン
を
一
括
し
て
ア
メ
リ
カ
体
制
へ
の
脅
威
と
み
な
す
禁
酒
法
運
動
は
、
農
村
の
み
な
ら
ず
都
市

の
中
産
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
市
民
の
支
持
を
う
け
、
一
九
〇
七
年
、
イ
リ
ノ
イ
州
議
会
も
、
最
小
単
位
の
自
治
体
に
ま
で
禁
酒
法
選
択
の
住
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
ブ
レ
シ
ソ
ク
ト
⑰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
カ
ゴ
の
＝
ハ
○
の
投
票
分
区
が
酒
場
閉
鎖
に
踏
み
切
り
、
翌
八
年
、
市
の
半
ば
近
く
が
酒
場
を
失
っ
た
。

投
票
を
許
す
法
案
を
可
決
し
た
。

ア
ソ
タ
イ
ロ
サ
ル
　
ソ
コ
り
し
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
じ
ソ
ナ
ル
コ
リ
バ
テ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ナ
イ
テ
ド
　
ソ
サ
ラ
ア
イ
　
ズ

反
酒
場
連
盟
が
推
進
し
た
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
、
諸
移
民
グ
ル
ー
プ
は
「
個
人
的
自
由
」
維
持
の
た
め
に
結
集
し
、
地
方
自
治

唇
フ
ナ
ー
了
カ
ル
・
セ
ル
フ
・
ガ
ヴ
ア
メ
ソ
ト
⑱

擁
護
連
合
協
会
を
結
成
し
て
対
抗
し
た
。
あ
る
ボ
ヘ
ミ
ア
語
新
聞
が
の
べ
た
よ
う
に
、
禁
酒
法
運
動
は
、
市
住
民
の
大
多
数
を
構
成

す
る
外
国
系
布
民
に
対
し
、
「
何
を
飲
む
か
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
時
に
何
を
な
す
べ
き
か
を
命
令
せ
ん
と
し
て
い
る
」
、
い
わ
ば
彼
ら
の
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

活
ス
タ
イ
ル
全
体
の
変
革
を
強
制
し
て
い
る
、
と
映
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
般
に
政
治
家
は
一
改
革
派
の
政
治
家
も
一
こ
の
い
ず
れ
に
せ

よ
傷
つ
き
易
い
イ
シ
ュ
ー
を
回
避
し
よ
う
と
望
ん
だ
。
し
か
し
改
革
派
市
民
組
織
・
共
和
党
改
革
派
の
社
会
的
性
格
は
、
禁
酒
法
運
動
の
支
持

層
と
高
度
の
共
通
性
を
有
し
た
。
改
革
派
州
知
事
デ
ニ
ー
ン
は
、
こ
の
イ
シ
ュ
ー
で
中
立
的
態
度
を
保
と
う
と
努
め
た
が
、
州
議
会
の
デ
ニ
ー

ソ
派
議
員
の
多
く
は
禁
酒
法
支
持
で
あ
り
、
彼
を
支
持
し
た
薪
聞
入
の
筆
頭
ロ
ー
ソ
ソ
も
、
彼
の
シ
カ
ゴ
・
デ
イ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ズ
の
日
曜
版
r
23 （365）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
出
さ
ず
、
酒
類
の
広
告
を
拒
ん
だ
禁
酒
論
者
・
安
息
艮
厳
守
論
者
で
あ
っ
た
。
共
和
党
革
新
派
の
政
治
家
は
、
彼
自
身
の
立
場
は
と
も
か
く
、

支
持
層
の
中
に
、
禁
酒
法
を
弾
子
と
す
る
移
民
の
ア
メ
リ
カ
人
化
を
、
ま
た
移
民
と
悪
徳
に
満
ち
た
都
市
生
活
の
浄
化
を
求
め
た
有
力
な
一
派

を
含
ん
だ
が
ゆ
え
に
、
禁
酒
法
支
持
に
傾
き
、
あ
る
い
は
安
息
日
厳
守
や
酒
場
へ
の
攻
撃
の
た
め
に
、
警
察
力
の
動
員
を
求
め
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
一
九
一
一
年
の
選
挙
に
お
い
て
も
、
地
方
自
治
擁
護
連
合
協
会
は
、
共
和
党
革
新
派
の
候
補
メ
リ
ア
ム
を
信
頼
し
え
ぬ
候
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
み
な
し
、
　
「
個
人
的
自
由
」
の
党
に
属
し
「
開
か
れ
た
街
」
を
唱
え
て
き
た
ハ
リ
ソ
ソ
を
安
心
で
き
る
候
補
と
し
て
支
持
し
た
。

　
結
果
は
一
七
、
○
○
○
票
の
小
差
で
は
あ
っ
た
が
、
ハ
リ
ソ
ン
の
勝
利
に
終
っ
た
。
ロ
リ
マ
ー
派
が
メ
リ
ア
ム
の
た
め
に
働
か
な
か
っ
た
要

因
も
考
え
ら
れ
る
が
、
民
主
党
の
側
で
も
ダ
ソ
と
サ
リ
ヴ
ァ
ソ
の
勢
力
は
不
活
澄
で
あ
っ
た
。
ハ
リ
ソ
ン
は
、
コ
片
の
疑
い
も
な
く
」
、
そ
の

勝
利
を
「
外
国
系
市
民
の
支
持
」
に
負
う
と
の
べ
た
が
、
事
実
、
ボ
ヘ
ミ
ア
系
の
七
〇
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
と
イ
タ
リ
ア
系
の
各
六
九
、
ユ
ダ
ヤ

系
の
六
三
パ
！
セ
ン
ト
が
彼
に
投
票
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
数
字
は
、
一
九
〇
八
年
の
民
主
党
大
統
領
候
補
ブ
ラ
イ
ア
ン
ー
福
音
主
義
的
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
彼
は
熱
烈
な
禁
酒
主
義
者
で
も
あ
っ
た
一
へ
の
こ
れ
ら
の
民
族
グ
ル
ー
プ
の
投
票
率
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
七
、
一
九
、
＝
一
、

　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
一
上
廻
っ
て
い
た
。
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．
や
撃
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、
、
℃
℃
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刈
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b
。
ρ

＠
　
聾
§
詩
。
さ
¢
巴
9
昌
ご
一
）
。
雷
冴
拝
℃
ワ
同
。
。
？
ド
。
。
①
・

⑫
　
ポ
リ
は
、
こ
の
型
の
改
革
派
を
、
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
セ
ス
・
ロ
…
、
サ
ン
・
フ

　
ラ
ソ
シ
ス
コ
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
D
・
フ
ェ
ラ
ン
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
改
革
派
一
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「
構
造
改
華
」
タ
イ
プ
ー
と
対
照
し
て
、
「
社
会
改
革
」
タ
イ
プ
と
名
付
け
る
。

　
シ
カ
ゴ
の
投
票
者
連
盟
は
「
構
造
改
革
」
タ
イ
プ
と
考
え
う
る
。
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○
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⑱
同
連
合
協
会
は
、
一
九
一
九
年
に
は
、
一
〇
八
七
の
小
数
民
族
組
織
、
メ
ン
バ

　
一
総
数
約
二
五
万
を
擁
し
た
。
同
協
会
の
書
記
と
な
り
、
そ
れ
を
手
掛
り
に
強
固

　
な
民
主
党
マ
シ
ン
ー
そ
れ
は
大
不
況
期
に
シ
カ
ゴ
を
完
全
に
支
配
し
た
一
を
築

　
い
た
の
が
ボ
ヘ
ミ
ア
移
民
ア
ソ
ト
ソ
・
～
・
サ
ー
マ
ッ
ク
で
あ
る
。
　
日
。
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ブ
ラ
イ
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ン
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と
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差
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≧
訂
二
四
昌
α
q
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》
出
9
屋
o
h
o
同

　
》
嵩
勺
㊦
o
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ω
層
諺
℃
℃
o
昌
象
匿
8
ρ
げ
冨
諺
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b
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革新主義時代における都市政治（志螂）

五
　
結

び

　
一
九
一
五
年
の
市
長
選
挙
に
際
し
、
ハ
リ
ソ
ン
は
党
予
選
で
サ
リ
ヴ
ァ
ソ
・
マ
シ
ン
の
候
補
に
敗
れ
、
後
者
は
ま
た
、
ロ
リ
マ
ー
・
マ
シ
ン

を
継
承
し
た
共
和
党
候
補
ト
ム
プ
ソ
ソ
に
敗
れ
た
。
移
民
グ
ル
ー
プ
と
大
衆
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
長
じ
、
と
く
に
増
加
中
の
黒
人
票
を
握
っ
た
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ム
プ
ソ
ソ
の
出
現
は
幾
つ
か
の
興
味
あ
る
問
題
を
提
示
す
る
が
、
本
稿
の
考
察
は
、
彼
の
出
現
ま
で
の
シ
カ
ゴ
市
政
か
ら
す
る
暫
定
的
結
論
を

も
っ
て
終
り
た
い
。

　
ま
ず
、
十
九
世
紀
末
の
工
業
化
・
移
民
流
入
、
都
市
自
体
の
拡
大
に
と
も
な
う
都
市
生
活
の
動
揺
、
分
裂
、
政
治
制
度
の
立
ち
遅
れ
に
最
初

に
対
処
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
革
新
主
義
改
革
者
で
は
な
く
、
彼
ら
の
第
一
の
敵
で
あ
っ
た
ボ
ス
臓
マ
シ
ン
自
体
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
物
質
的

・
日
常
的
利
益
の
配
付
と
移
民
・
下
層
大
衆
の
政
治
参
与
の
促
進
を
通
じ
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
政
治
権
力
機
構
を
形
成
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
都
市
政
治
と
都
市
社
会
の
一
定
限
度
の
統
合
と
秩
序
形
成
を
成
し
と
げ
た
。
合
衆
国
の
都
市
政
治
の
二
〇
世
紀
へ
の
機
能
的
脱
皮
を
ま
ず
推

進
し
た
の
は
、
ボ
ス
ー
マ
シ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
共
和
党
に
と
っ
て
は
、
基
盤
の
狭
い
特
定
の
価
値
観
に
立
つ
「
改
革
の
党
」
か
ら
、
よ
り
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広
く
諸
階
級
・
諸
グ
ル
ー
プ
の
支
持
を
集
め
う
る
機
能
的
統
合
政
党
へ
と
脱
皮
す
る
道
を
、
し
た
が
っ
て
二
〇
世
紀
の
プ
ル
ー
ラ
ル
な
ア
メ
リ

カ
に
適
応
し
う
る
道
を
、
指
し
示
し
た
。

　
一
八
九
三
年
恐
慌
に
よ
る
体
制
危
機
感
の
中
で
、
　
「
新
し
い
市
民
意
識
」
に
支
え
ら
れ
た
市
政
改
革
運
動
が
出
現
し
た
が
、
そ
れ
は
、
ボ
ス

ー
マ
シ
ン
が
進
め
て
き
た
都
市
の
政
治
的
・
社
会
的
統
合
を
、
そ
の
代
価
で
あ
っ
た
政
治
腐
敗
と
汚
職
を
除
去
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
徹
底

し
た
形
で
、
つ
ま
り
特
定
の
価
値
観
と
組
織
モ
デ
ル
ー
ヤ
ン
キ
ー
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
政
治
倫
理
と
企
業
モ
デ
ル
の
市
政
の
能
率
化
と
合

理
化
一
を
も
っ
て
、
遂
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
改
革
路
線
は
、
の
ち
に
旧
来
の
ア
メ
リ
カ
人
が
多
数
を

占
め
る
同
質
玄
馬
都
市
で
は
成
果
を
あ
げ
る
も
の
の
、
大
量
の
新
移
民
を
受
け
入
れ
、
彼
ら
の
社
会
的
・
政
治
的
成
熟
を
む
か
え
る
二
〇
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
大
都
市
的
ア
メ
リ
カ
の
現
実
に
は
、
適
合
し
難
い
。

　
こ
こ
に
、
改
革
派
が
提
唱
し
た
提
案
の
か
な
り
の
部
分
i
と
く
に
経
済
規
制
や
政
府
の
社
会
的
機
能
の
拡
大
一
を
受
け
入
れ
つ
つ
、
特

定
の
価
値
観
に
よ
る
社
会
的
統
合
を
拒
否
し
、
移
民
・
下
層
大
衆
の
政
治
参
与
と
彼
ら
へ
の
政
治
福
祉
の
拡
大
を
挺
子
に
政
権
を
獲
得
・
維
持

し
よ
う
と
す
る
新
た
な
方
向
が
、
い
わ
ゆ
る
移
民
肛
マ
シ
ン
複
合
体
の
側
か
ら
一
そ
れ
ゆ
え
概
し
て
、
　
「
移
民
の
党
」
で
あ
る
民
主
党
の
側

か
ら
1
打
ち
出
さ
れ
る
。
お
よ
そ
革
新
主
義
改
革
の
時
期
を
、
都
市
的
で
プ
ル
ー
ラ
ル
な
二
〇
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
の
現
実
へ
の
政
治
的
・
制

度
的
対
応
の
開
始
期
、
と
規
定
す
る
な
ら
ば
、
よ
り
具
体
的
に
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
へ
と
つ
な
が
る
変
革
の
開
始
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う

な
対
応
と
変
革
の
推
進
力
は
、
旧
来
の
ア
メ
リ
カ
人
・
中
産
層
の
い
わ
ゆ
る
革
新
主
義
者
の
側
か
ら
よ
り
も
、
む
し
ろ
移
民
－
ボ
ス
・
マ
シ
ン

複
合
体
の
側
か
ら
出
現
し
た
と
み
な
し
う
る
の
で
は
な
い
か
。
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。
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Urban　Politics　in　the　Progressive　Era

A　case　in　Chicage一一

by

Kosuke　Shimura

　　Boss－controlled　political　machines　during　the　Pz－ogressive　years　have

been　generally　consldered　to　be　the　manifestatlon　of　many　eviis　brought

about　by　such　new　phenomeiia　of　the　late　niiieteenth－century　America

as　rapid　industrialization　and　urbanization，　as　well　as　a　large　infiux　of

immigrants．　The　elimination　of　these　machines　was　an　overriding

objective　of　diverse　groups　of　reformers　at　the　time．

　　However，　quite．a　d縦erent　interpretation　can　be　made　if　we　look

at　the　political　process　in　Chicago．　This　article　argues　that　it　was　these

politlcal　bosses　that　first　coped　wlth　the　socio－political　disruptions　and

confiicts　which　were　at　the　roots　of　tlae　urban　problems　of　the　day，

and　brouglit　into　the　urban　communities　a　certain　degree　of　social　and

political　integration．

　　The　urban　reformers　who　launched　fierce　attacks　on　urban　bosses

pursued　more　thoroughgoing　integration　of　urban　communities，　social

integration　primarily　based　on　the　Yankee－Protestant　values　and　political

integratiop　modeled　on　the　system　of　business　corporations．　They　falled

largely　because　they　could　not　come　to　grips　with　the　social　realities　of

a　emerging　pluralistic　America．

　　In　the　meantime　a　new　type　of　reform　movement　emerged　that　aimed

at　restructuring　urban　society　through　extending　welfare　programs　to

immigrant　groups　and　pro1ユユ。亡ing亡heir　participation　in　political　processes

while　refusing　socio－political　conformity　as　much　like　bosses．　lt　seems

to　be　this　type　of　reform　movement　that　culrninated　in　the　New　Deal

reform．

（496）




